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CaF RAMESH URE SIS AD Hat D . 
Geology and Ore Deposit of the Omine Mine sa 


(Studies of the Copper Ores from the Omine Mine, Iwate Prefecture I) 


竹 WR g ** (Tsunehiko Takeuchi) 
南 部 松 夫 ** (Matsuo Nambu) 
四半 (Narundo’ Wada) 


Abstract: Ohmine Mine in Iwate-Prefecture, North-eastern Japan, 
comprise the contact metasomatic copper deposits, situated about 3/4 miles to 
the north-west of Sahinai Deposit, Kamaishi Mine, the largest contact meta- 
somatic iron deposit in Japan. The geological formation in the neighborhood 
of the Mine consist of slate, schalstein, hornfels and sandstone forming 


the paleozoic rocks and intruded by granodiorite and quartz-diorite. The 
deposits have developed in a band running approximately north to south 
at the contact zone of hornfels and stock-like granodiorite. The relative 


position of the deposit and adjacent rocks and the shape of the deposit 
are as shown in Figs. 1-4. 

Silicificantion and skarnization have been especially remarkable in 
the ores. The skarn rocks may be classified into 3 types according to their 
mineral assemblage as follows : 

1) Red skarn: Characterized by presence of garnet and composed of 
early skarn minerals, such as some diopside, hornbJende, and wollastonite, 
containing a little of epidote. 

2) Blue skarn: Mainly consiting of epidote, hornblende and chlorite, 
containing small quantities of garnet, diopside and quartz. 

3) White skarn: Mainly consisting of quartz and calcite, containing a 
considerable quantity of epidote and a little of other skarns. 

The order of formation of three above types is 1)-+2)—3). 


Type 2 and a part of 3 are products of hydrothermal stage. The copper 
ores accompany 2) in most cases, only a little being found with skarn. 


types 1) and 3). 
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The following 9 ore minerals were proved to exist : pyrrhotite, 
chalcopyrite, pyrite, cubanite, violarite, pentlandite, Se Ch tetrahedrite — 
and magnetite. 


As skarn and gangue minerals, the following were found: diopside, 


wollastonite, Sqn epidote, feldspar, chlorite, axinite, calcite, quartz ond 
hisingerite. 


The research:on the paragenesis and the intergrowh ot the ore minerais 
will be detailed in the next report. 


1 まえ が き 

穫 者 等 は 数 年 来 硫化 鉱物 の 熟 的 及び 反射 顕微 鏡 的 研究 に 従事 し , 特に 離 深 
共生 に つい て 注目 し て 来 た が , 今回 偶々 岩手 県 大 峰 鉄山 産 鋼鉄 石 中 の 硫 尺 
付 物 間 に 多 数 の 興味 ある 覆 溶 組織 が 存在 し , 鉱石 の 形成 を 論議 する 上 の 得 
難い 試料 で ある と と を 知 つ た を 。 よ つて 本 録 山 の 地質 , 鉱 床 , DAE aN, 一 部 
_ OF EIKO ARR To, 離 溶 共生 の 立場 か ら 人 鉱石 形成 遂 程 に つい て , 
考察 を 試み る と と に し た 。 以 下 協 同 研究 者 の BEL 分 担 と を 明か に する 
た め , 第 1 報 以 下 順 次 に 分 割 報告 する 。 : 


2 位置 及び 地形 
RISLEY (AF LEGS LIT D BAILY (1,147.4m) 西南 中 腹 , 
海 800 m AFHICHRAT 2 BEANS C, TERS APIO Bie 
て 釜石 鉱山 佐 比 内 鉱床 の 西南 約 1.2 km に 位置 する 。 本 地域 一 帯 は 東南 北 
上 山系 に 属し , 東方 太平 洋 側 水系 と 西方 北上 川 水 系 の 南北 に 連 る 分 水雷 と 
し て 海抜 1,200m ASP LRH RL TiS 
ANGLPRIC BE 2 ICA EE EER LO ICRC RAW 8 km, 或 は 
同 線 大 橋 駅 より 釜石 鉱山 新山 佐 比 内 , AVA ORSLARE CH 5 km CH 
する と と が 出来 る が , 大 部 分 の 行程 は 徒歩 に よら ね ば た なら ない 。 
3 Hh 質 
鉄 床 附近 の 地質 は 第 1 図 に 示す 如く で 知 板 岩 , «REZ ECR, BGR UE 
Ki, ホル シン フラ ェ ル ス , WH, Fr-rBeivesntBecnee ye 
mee, APR, マグ マタ ダ タイト, アプ ライ スト 等 より な る 3。 古 生 層 の 
走向 は 普通 N30"W ょ り N20°E の 間 で , Bin 60~70° OAR BOBS 
SABO RE CILBSL (RELA NM CVS, 特に 人 鉄 床 附近 で は 区 ん さ 総 て 


1) 大 正 3 年 発見 以来 小 規 模 に 開発 が 断続 し た 。 昭和 13 年 ラサ 下 業 株 式 会 社 が 買 


収 し て 本 属 的 な 企業 が 行わ れ た が , 昭和 1 3 年 以来 休 山 し 今日 に 至 つて いる 。 
(岩手 県 鉄山 誌 (1950 う 内 手 県 庁 ) 
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1: GeBCEHoRY =r) 2: TERI 
3: ARARA 4: & 床 

I KK SB 
(1) POSSE PIR: 大 峰 沢 の 西方 及び Kick LIAWEIC APES 2 0 


{C 
ARO ube Cle Sensei AOE ia A RRS AT SAS, PENCIL MELD 


BRR A~RENRARE LED, 周囲 の 過大 中 に 豚 状 を な し て 注入 し 
一 種 の 混成 岩 を 形成 し , 且つ 著 し レ しゅ ホアン シン フラ フェ ルス 化 作用 が が 見 られ る 。 芋 
BRELCHRA A MERA, ALVARO: Hee LH 
A, Wate, BARA RODROMERR ME DKG A, BERG ISIAH WA 
RL, ICR RERBEL AL, HOWIC aA UY, ESRHCIEL, 
石英 は 硬 々 波動 消 光 を 示す 。 

(2) BRR: 大 峰 沢 の 東方 入線 一 帯 に 分 布 す る GRRE 
ある 。 HKD TE im LIGA PAGO, 鉱物 の 容量 比 が 異な り , 
ARDS CDEC, 有色 鉄 物 で は 緑色 角 関 石 が 黒 圭 母 より 海 が か に 多く , 
MBRABATRAE ROME, KRALPAAOKRKAMIC hI uw7 rN 


UU 


8 GWE tn OR A BG 


ACK RIEL, また 花 向 関 緑 岩 の 近 く で は え カ ルン 化 を 受け て いる 。 局 部 的 
IC A RA ~ REE Nica & RL TU So. 

TERRE £ GR chy PEN AEBRC KM AZTEMEBS, 
MEDIMCKIAN PHA CHET SL DN Set OME ICH DNBEA 
OBERT HED SBMWICMENKV. RLPTOG EMRE? OAD 
PREROLE IC LOCRREN CRRERL CHSC LITER MREO 
Pee SF OPEL LUT ORE SCH, え カ ルン の 分 布 状態 も これ を 支 


LCS, (AL BHORECEBER SD 20M, 或 は 時 代 的 間隙 が ある 


の か は こと の フイ ー ル ド で は 不明 で ある ")。 

(3) マグ マタ イト 及び アプ ライ ト : ペグ マタ イト は 深 成 過 体 の Has 
及び 附近 の 水 成 内 を 綱 に いて 網状 或 は 細 豚 状 を な し て 発達 し て いる 。 こ と れ ら 
れ ら は 鉄 物 組成 に より , (1) RAAB (2) BEAR RAER GAR 
(3) REY RSRERARECSO SSA, 同一 豚 で る 場所 に より 鉱物 組 
威 に 変化 が ある 。 *7cMPNICEMA RT TAA}, WRB TTF 4b 
が 発達 し , 周囲 岩石 と 混成 岩 を つく り 屋 々 周囲 岩 と の 境界 未明 瞭 を 欠き , 


「 また 一 部 で な は 徴 咽 な ネ カ ル ン 人 及び 録 化 を 受け で いる 8 


Il 2 @ ks 

(1) WKH hy 7ov A: 写 紋 粘 板 岩 , ABORSER: ホル ン 
フェ ルス , 黒雲 母 ホル ン フ ェ ル ス 等 に 変化 し , SORIIE CE BERRY 
フェ ルス が 広範 囲 を 占め る 。 屋 々 紅 杜 石 , BREED, 右 英 補 柱 石 草 理 - 
石黒 雲母 ホル ン フ ェ ル ス を な し て いる 。 又 石英 遂 逮 右 符 長石 ホル シン ラ フェル 
APS MICE L, 一 章 原 岩 な 泥 克 岩 質 で あつ た と と が 推定 され る 。 伝 
床 母 内 を な す と と が ある 。 

(2) Det + — b Rhy Per x: 主として 再 結 唱 右 英 粒 の 集合 
ょ より な り , 粒 間 を 緑 廉 石 が 充填 し , 上 呈 ご 緑 混 石 , BURG, GRC 
CHS. hi-ANORRCHRAERAORMS SER hy 7 mw 
ス は , WARE BDILS TMB RLY 7M AGREE L DAA 
ルン 化 を 受け , CHT SMS HALA CML Ts 


4% Fk 


SRPRIL GS 1 図 及 び 第 2 BNCASL Fed < RIRICIY OC ICRA 
FeBMY 7 EN AICTE fei UR ADSARE Te CHA L fe Betta IC I 
る ° “ 


2) Abbe BSE OMLUNTE © KRUSE ORE OLBEGKIS. 現在 調査 中 に つき 
DES ICHAT Bo ; = き 別 


第 2 図 Alors BSL 
1: (6mBiee 2: BRR 3: ホン フエ デリ レス 


4: スカ ルン 及び 鉱石 


花 贈 図 緑 岩石 , 石英 図 緑 岸 , ホル シン シフ ェ ル ス , スカ ルン 及び 鉄 床 の 関係 を 大 
切 地 並 に つい て 示せ ば 第 3 MOM. CH), その 東西 断面 の 1 例 を 第 4 図 
に 示し た 。 以 上 の 図 で 明か な 様 に 鉱床 と 直接 成因 関係 を 有する の は 花 箇 関 
PECHS. AKGISSRBE CISSLS T EASH KE, 

BeBit (1) ホル シン フ ェ ルス 化 , (2) ARMY fb, (3) 鉱 化 , (4) Eko 
SEAR CHU OOMABRGA 5 図 の 如く と 考 を られ る 。 

RLY 7 eM ALISO D CHAS, GALE zy {EO Sob 
を な し て 起り , BEAEVE FAG BGS ICDS © RABEL FePSiie BRAY IC IE HMEO A 
Hi.OCHSZ, COMOEM(LORRLL CHARA A AOE RAHN 
CHS, BHO EAM BSF V — DEGAS TTES 1 7EOE, 
BE OMIEL L CRNEE, BIBT, GRE ROR SIRI 
LELOCHS. COMDCIDEEASSMMA, BME OMO A ar 
Sy Te OB ASD IROT WZ ADMYILROGMECOW TIER 


第 3 図 AoA 
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4: スカ ルン 化 ホ ル シ ジフ テル ス SB: AANY 


Banke 
6: ahis 
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Se WR ee toe 7 
5 スカ ルン 7 


Sop ee ee ALA, 
Gea 2a, BIER, 石英 , 方 解 石 , ヒシ ン ン ゲル 石 等 が ある 。 と れ ら は 
GMA, 形成 順 を 考慮 に 入れ て , 肉眼 的 に 赤色 スカ ルン , 緑色 スカ ル 
> 自 色 スカ ルン の 三 考 に 大 別 す る と と が 出来 る 。 ; 

(1) 赤色 スカ ル ジ : HBA CHAOG SN, WICK Bea, BA 
等 の 早期 スカ ルン を 含み 且つ 線 識 石 及び 少量 の 石英 方 解 石 を 含む と と 
が ある 。 

(2) 8 zB SIRE CHEB in. 他 に 遂 蜂 石 , Rie, 角 
NA, 方 解 石 , 石英 等 を 含む 。 ‘ 

(3) 質 色 スカ ルン : BELCHK, HEL VED, 他 の スカ ルン 鉄 
YOR ALY Oo 
(3) 及び (2) の 一 混 は 熟 水 期 の 産物 で ある が 便宜 上 , HADARE Ris 
以上 の 3 BROAD Ty OF RIBIZKA (1) っ (2) > (8) で 流 化 鉄 物 は 総 て 
の え スカ ルン 型 に 伴う が , 緑色 スカ ルン に 最も 多く 伯 い , 主 な 探 掘 対象 と な 
Den 赤色 ス カル ン は 量 的 に 少な く , 鉱 右 と な る と と る ゃ も 称 で ある 。 BEA 
Dry LO BABAR aAt UCHEL, 多く の 場合 久 体 の 締 辺 部 に 分 


FL, Bia (1) (2) EHS, HICKEY. 


6 BG ia D 


Biskin = LC meh, TIS, HOOK, eG. Pa ae ZH, 
硫 鉄 = rH, PYRERGL, VOM BEI, MESON ce Ga Pica Sc E 
PHS, THMEOPEM MMM. 2, 39 DEOICOWTCKIELST, 

(1) +2 —-Gh (cubanite): SF F-CHISK IC MRE RT 場合 が 多 
< (ij 9.01 ~ 5.0mm), ee 
れる (0.1~6.0 mm Wt), ICHMT Sb WA GLE iD (数 cm 
Ds) Se: と が 出来 る 。 鏡 下 の 性 質 は 従来 記載 され て 
いる る の と 大 差 な で の で 省略 する 。 和 硫化 鉄 物 は は じ め あめ 早期 スカ ルン と 共に 
母 央 中 に 仁 染 し , 続い て 錦 の 高 品位 の 塊状 鉄 を 卓 出せ し め , スカ ル シ 化 の 
ee LILICHB LES, COBSAMMO ZEN SOK PMOMYEH & 
HIKGLDO EPC BOT, 特に HEN er PIC 伝染 する 部 分 に 多く 見 られ 
る 。 脆 期 唱 出 鍼 に は 一 般 に キ 。ー べ 人 鉱 は 見 ちら れ な いい 。 キ ュー バ 介 が 見 られ 
2 BL CIE MIAME EA IC MLO HEEL kD BACH D, SEO MER YS 
ESR HADI TS 2 ODT CHS. KUOM* KSEKAICOWT 
(LAFRIC BS 0 


1 SM ee ae . A と か ae a" AR i 
" ay be TFs ec fein ee ae he 
¥ h ‘ by ee ~ . pS \ oh ons, 
‘ : f j i, - 2m 7 eS 
I | wos “ Es é ey, Cy del } 
$09 ‘ Py » ’ > A So 
: I N v srt ee 
al rr 


8 8 7 Wl On BL RE & Be 


(2) 4 +7 (violarite (Fe, Ni); S4) : ARGLIA RERERELER ORD, 


達する (10.001 ~ 0.01 mm), ficSi PF CREE HU RMAC, BS 
は キュ ョ ュー ババ 鉱 , BOIGKL OS, RMA E US Mk, BHRO 2G 
ICH VSI S 3, 腐 側 試 験 は HNO; (1 ; 1) で は 徐々 に 発泡 し て 
WEL, HCl (1:1) で は 殆 ん ど 犯 され な い が 液 は 黄 変 する 。EKCN (20 


- %), HgCh (sat:), KOH (sat:), FeCl, (20%) で は 犯さ な な いい 9 これ 等 


の 性 質 は 従来 知ら れ て いる ヴィ オラ 録 の 性 質 り と 本 く 一 致し , 他 の 鉱物 


特に linnaeite 族 の 鉱物 と 混同 する と と は な い 。 大峰 鉱床 の 本 鉱 は 明か 


ICPEMINCH ODS, % 2 — SG ORK MES ACOSO, キュ 
—ANGh — BER BELO HRT RRO mh & BDH So 

AFB CLT 4 a7 GS 松隈 寿 紀 う が 兵庫 県 大 屋 録 山 の FUR SESLELD 
反射 頭 微 研究 に 於 て 報告 し た 1 例 が 知ら ちら れ て いる の み で , 産 状 の 明瞭 な る 


の と し て は 最初 の も の で ある う 。 知 松隈 り 指摘 する 如く 小林 治夫 Ck 


り 天 玲 人 鉱山 り 記 載 さ れ た 四 三 = ッ ケ ル 人 鈴 が ヴィ オラ 倫 で ある な ら ば , ¥- 


“AG ERGT SNC, 本 録 床 産 の も の に 類似 し じ て い る 。 


(3) 硫 鉄 = ッ ケ ル 鉱 (pentlandite) : AGOAB SL 磁 硫 鉄鉱 中 に 一 
AS PEINGE PIC 不 規 則 灯 状 を な し (0.05 ~ 1.0mm 内 外 ), 李 方 キ 。ー- べ ベ 
鉱 磁 硫 鉄 鉄 の 両者 中 に 格子 乃至 工 片 状 を な し て 存在 する (市 0.001~0-005 


mm 程度 )。 鏡 下 で は 等 方 性 を 示し , 色 は な クリー ム 乃 至 黄 白色 を 示す 。HN 
O; (1:1) CLAD WEILL, 蒸気 で 多少 犯さ れる が , 他 の 標準 試薬 で 


は 犯さ えさ れ な い 。 磁 硫 鉄 鉄 と は な KOH に 対す る 反応 , 硬 さ が や 低い と と , 


接触 する 場合 や ぃ 明る いい 白色 を 后 す る と と , 等 方 性 を 示す と と 等 で 区 別 す 
る と と が 出来 る 。 接 触 銅鉱 床 に 於 ける 磁 硫 鉄 鉄 中 の 細 点 状 硫 鉄 = 2 7 Gh 


の 産出 は 福島 県 高倉 鉄山 ) に て る 同様 で ある 
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On the Unmixing Intergrowths of the Copper Ores from the 
Omine Mine 


Studies of the Copper Ores from the ene Mine, Iwate profecturelty 


wy 内 HH g** (Tsunehiko Takeuchi) 
jx 7A Ye «*** (Asahiko Sugaki) 
Hm 部 松 #** (Matsuo Nambu) 


Abstract: Nine kinds of ore minerals and eleven kinds of gangue 


minerals are observed on examing ores from the Omine mine under a. 


microscope as mentioned in the previous report. Of the ore minerals, 
chalcopyrite contained three, cubanite, four, pyrrhotite and sphalerite, two 
minerals formed by unmixing, so that at least the following eleven unmixing 
textures can be distinguised : 


1) Banded or lattice-shaped cubanite in chalcopyrite. 
2) Banded lamellar chalcopyrite in cubanite. 


3) Curving hair-like or vermicular pyrrhotite in chalcopyrite. 
4) Vein-shaped or lamellar pyrrhotite in cubanite. 

5) “‘Sphalerite star’ in chalcopyrite. 

‘6) Chalcopyrite emulsion in sphalerite. 

7) Banded or lattice-shaped pentlandite in pyrrhotite. 

8) Lamellar or lattice-shaped pentlandite in cubanite. 

9) Lamellar or vein-shaped violarite in pyrrhotite. 


10) Pyrrhotite emulsion in sphalerite. 
11) Lamellar or lattice-shaped sphalerite in pyrrhotite. 


Of the above, 1), 3), 5), 6), and 7) have been reported from many 
mines, and have been proven as intergrowths formed Ly unmixing by means 
of thermal experiment, 4) and 10) are onty assumed to represent unmixing 
textures but not yet confirmed experimentally. The others have not been 
noted in the past. They appear, to be unmixing textures under a micro- 
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scope, but strictiy speaking, their jnature must be confirmed by future © 
experiment, の 


lean = 
Ales pees LD 9 種 の 録 石 鉱物 と 11 種 の 豚 石 鉱物 と を GST 
下 に 識別 し 得 た と と は 前 報 に 於 て 述べ た と と ろ で ある 。 Shah, HEA 
SINC IS 3 AE, +. —-SSKICIL 4 種 , 磁 硫 鉄 鉄 及び 関 亜鉛 鉱 中 に は 夫々 2 竹 
OBNEINE BH, 少く と ゃ も 計 11 種 の 離 溶 組織 が 認め られ , AIC 
舎 の も の 数 種 ,1942 年 の G. M. Schwartz) の リス ト に 掲載 され て いな 
いも の 2, 3 種 を 含ん で いる 。 以下 と れ ら に つい て 記載 する 。 


2 SMe $a-KGoOHe 
SRT C ROEG.L & 。 ーー べ 鉱 と の 共生 関係 は 5 種 に 大 別 す る 事 
DHE S 9 KICAPEBIEIC DEAF 2, a 
(1) キ : TOSGLDS TESS IC EGER, BEAK Jy 格子 状 共 生 を な す 
も の: CHILO C1) に 平行 する 結晶 学 的 配列 を な し , 第 1 2 図 の 


第 1M SeSmeK GOO. — sar 第 2 図 BaSRaKA) HD Kaye 
CHO KCN (20% )-c pga x 220 キキ に 65 


WS, 概ね 直線 的 境界 を る つて 周囲 の SEMEL, 4 ORV GE 2: SH BE 
RICBIRL CRT So CORRE CHEMO NC 2 BONIS . — eat 
IROBRIC LOCAL fee . — SHIR OMIRL & (TS he 

2 TAGE kth 0.01 ~ 5.0mm, 438 0.05 ~ 0.2 mm 内 外 , 長 さ 0.05 

~ 10.0 mm 普通 数 mm CHARIS 1k —BLIC BNE EY emai Doms, Be 
る 部分 で は か な り 光 量 に 存在 し , 逆 に キ . — SShhic Rao eH 
薬 を 含有 する 場合 も ある 。 


1) Schwartz, G.M.: Econ. Geol., 37 (1942), 345—364. 
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a ca ay 


Poa * ee a し, BS TRALHIC AIR. 
叉 に 島 状 を な する の : 2 .— AME BR CRBD 局部 に 集中 し て 数 
cm OARBMWRE KL CHET S. COMA MICY RO RMR, Rist 


GOEL, + 2 — SMOIEA RAL LCE S BEA CHS 


DS, XPPARFRB Hc 0S"). COALS . — SHIA MGGLD> b OBE 


生成 物 と は 認め 難く , TERESA K DAL eR OLIRT NCHS. LH 
GSKA CHE x DAKE & COMBE BRE T+ 2 —-SGASILON So Ds 
る も の の 一 部 は 1) CHAR DABHODAMIC LOT WH ESBKE ie 
つた 場合 も ある と 思わ れる が , MODS LOMMMMIC LOTHL DBE 
さ れ た を 様 な 不 規 則 な 産 状 を &L, $e RIC FUL @ 出入 する 答 郭 を ぁゃ つつ 形状 
を 示す と と が 稀 で は な いい の で ぞ で, 大 部 分 の 現状 , 島 状 キ — SHICHELO > 


»  RgLWORGES FIRE, SOME DIBA RET SOMES CHS, と 


pe a 
tee CALD So 


3) SRO Ra = — SSL BEEMGLD SE TT GK J5 BRE KA E 生 を ea 
する も る の: 2) OF 2 — KHBBAO MC (LGD FT HK DBR 


ERT LOUD So DS SAITEK 2 — SHBGKL DAHL, TAS 
PCW RMAC HHAL EOC, BK 2 — SE ORM RAILS 
ne 


BEL BZ, COW? ae SS EE 
SAG MIEOMEHMB-RIS ECABHKE . 一 鉱 中 に は 第 3 Wo 
加 く 度々 その 延び の 方 向 と 或 角度 を 
ぉ つて 見 事 に 名 列 する 平行 纏 状 旋 去 
洪 工 状 の 黄銅 伏 が 見 られ る 。 こ の 出 
現 は キュ = 人 ぶ 録 が 黄銅 鉄 よ » AraC 
BLAS 2 ER: ee ee 
VAL Ice \BHAL, 温度 の 低下 に よ 
NN om 
を 行 つ た る の で ある 。 

4) 黄銅 鈴 中 に キュ = — SHASTA | 
規則 纏 状 を な する も の: 第 4 MOM OREO 
oe poe gr it tp 0.02 ~ 0.15mm, 片 状 普 鋼鉄 KCN20%4 )-C a x 220 


2) キ - — MO XBRL ES 5 ye LCHNICHHET Bo 
3) WARE, 南部 松 夫 , : Rikki, 8 (1952), 7 一 14. 


OO RN ee 


a) 2G WE OER SE Be 


EB * 0.3~ 1.2mm AAO ARE 
BRE EL CHET SHARDS. 
周囲 の 黄銅 鉱 と は 前 記 1) OWED 
様 に 直線 で は な く , 不 規 則 に 鐘 曲 し 
CHR も つて 接し , 黄銅 鍼 た 交代 さ - 
れれ た を 様 な 状態 を 后 し て いる 。 前 記 2) 
O—-HIC h T ORBBABSD 5 1 
C)  BEROX 2 — NSA Bic VHS 
化 作用 を 受け た る の と 解る され る 。 そ を 
第 "4 図 magononesa | CAD OMS = Oe 
thee 5 — SAK x65 4 Zo (LBUR TIS HKD RAS 2 一 

NSLS BS ACVEDE BOR LOLADNSBD, 中 に は その 何れ か を 決め 


DCEOHPEVIBEICHIL (BREN 4LOL HS, ¥ 2 —-RHORME 


化 作 用 は 岩手 県 矢 越 鉱山 産 銅鉱 石 中 に も ゃ み ら れ る "。 
_5) TRSIGE TP IC BGM ic vy AIRS BEER RHEE ET EO: WHE 


100 ALPE BEDE CMA UL, 部 分 的 に 淡 黄 紅色 を 帯び る 塊状 の 斑点 が 


KE DON SUAWDS. DS SAMAL— WIAD Die MDS RL Fem» 
の 様 な 外観 を 呈す る が , と これ を 450 1,100 PRBEO 高 倍率 PEARL T 
観察 すれ ば , SONGS BATH EYES S 。 — NRO Bin by 


— ARSUGIER RKOLARSAL DONS, TOM Mt KOH (sat.), KCN (20 


Yo) CR AICS N, EROKA MRS BRIG T 4. 一 方 この 光学 的 


ERAS SRA BUR 7s 7e DPB CRA, 反射 多 色 性 , BHPEHIC bad 1) の 


% 2 ~ SHER L DBE, LAS AICHE (, BEGET RE aL 


(chalcopyrrhotite) DPELBASM SAS, 前 者 より psec KOH (cz 


され て 褐変 する 点 な ど キ 。- バ 鉄 の 性 質 に 類似 し て いる 。 ま た こと の 共生 体 
は 入 々 共存 する 磁 硫 鉄鉱 塊 の 周囲 発達 し , これ と 成因 的 関係 ある が 如き 


産 状 を 呈す る 。 伺 し と の 場合 は 磁 硫 鉄 鉄 と の 界 に と の 共 生体 の 全然 発達 し 
な いて 帯 が 存在 する 。 こ と の 共生 体 の 成因 に 関し て は 未だ 明 で な い が , 


a). SEONG A 2 — SAAD RAIA @ BEA 

b) WSL yD Sie 

C) TEBE SAS TD TAAL LOCAL Fe 2 ZRANTBIA KORE 
d) wet 2 — SGLIC WT ZPBAGLD ZEEE A 


の 4 通り を 考え る と と が 出来 る 。 そ の うち a) 及び d) の 現象 は wEICA 


4) 渡辺 万 次 郎 : Ai, 18 (1937), 66. 
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記 1) 及び 3) CACMAAMCSHD, 0) OMMICOVT1d HH O— AY 
DSHEIC FFO7e LL BAIT Bh LE ESA — RE HEEGK PBS GRIT HSC AE 


れ た 。 即 ちと これ に よれ ば 350°C, 90 hrs. pas Lb DAG & BERR It 


互 に 反応 し て , その 境界 に 市 0.05 へ 0.1 mm AHORA, Boe. - ot 
SEED SLID WX KISRORIC EL So CHIGUBFO LAL IEC ZOE 
大 し , BORMBKO Rb ZMEL, 反応 帯 の 内 側 は キ 2. - ぶ べ 鉱 に た 近い 成分 - 
を 有する ろ る 固 深 体 で ある が , MRNAS . — SGA L ip 4500" 


C, 9 ~12 hrs. FA, 次 気 中 で 徐 冷 高 信 率 で 観察 すれ ば , その 反応 帯 


の 外 維 部 に 黄銅 鉄 一 キ + 。 - ぶ 鉄 の 徴 細 レン ズ 状 共生 な る 離 溶 組織 の 下 出 が 
HE MSH. Borchert?) % ま た 上 記 と 略 々 類似 の 現象 を 認め て いる 。. 
と の 場合 な 450°C. 以上 で 磁 硫 鉄鉱 と 黄 負 鉄 と が 反応 し て , 前 者 の 一 部 が : 


後者 中 に 擬 散 し , と これ を すみ や か に 冷却 すれ ば 暗 黄 緑色 の 反応 帯 を 生成 す 


る が , CTHERBMECHATHE, ZOMMOATRHMOKR PIECE D> 
れ , 内 側 は 依然 と し て 暗 黄 緑色 帯 が 残存 する 。 但 し 同氏 は こと の 部 分 の 顕微 


SANE DS RACPALD FIL EBT SEUMNTHS, 


DI E.DERNC HREASL 2 — NGAGE FAIS BESS RERSLO Tl PRI NC 
よ つ て る も 生成 され る が , RL CAE BREADS Lat ORR IIE LO 


て 生成 され た か ど うか は 了 断言 出来 な い 。 : 
また を P. Ramdohr) (44 .—-AGD 2 つの 型 に つい て HATH So. 


と れ に よれ ば その 一 つ は 普通 の 媒 方 性 そ — Hh (1) CHD, 他 は 等 方 性 . 


+ . — <9, (Il) で , 特殊 な 場合 に 相当 する 。 と れ に 反し , Borchert は 


x, — NEDA EARS 250°C, 7hrs. 保 て ば , COMIC # 2 “ANG. 


(il) 生じ る こと と を 知り , 300°C で は 全部 と れれ に 変化 する と と を た し か め 
て いる 。 し か し こと れ と 同時 に キュ ー バ 鉱 (Il) EER CHET, と 


(SEL C-MORMWE Cis 6, TREAG, & RNG DISC is ERC DH 


る と 述べ て いる 。 


以上 の 如く キュー ぷぷ 緑 様 久 物 に つい て は 隊 硫 銅鉱 , キュ ー バ 人 (IL) 等 : 


の 問題 が ある が , それ ぞ れ の 化学 分 析 . AL BAIOTIL, ※ 線 解析 等 は 行わ 
れ て いな い 。 最近 譜 外国 に 於 て も と の 問題 に つと て 種々 研究 が 行わ れ て い 


Sd), RMGIRC 未だ 結論 に は 程遠い 様 で あぁ あり, 本 共生 体 に ご いて も 今 ・ 


後 の 検討 が 必要 で ある 。 


5) 紅 木 洪 竜 , 山 江 徳 載 : HL 58 (1952), 248. 

) Borchert, H.: Chem. d. Erde., 9 (1934), 145--172. 

) Ramdobr, Pf: Zeits. f. Prakt., Geol. 36 (1928), 169-178. 

) Uytenbogaarat, W.: Tables for microscopic identification of ore minerals, . 


1951, 140~141. 
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3 SME CBRABOLE 


SE Mah ch ORUGROGHIC LER, BREET LOL, BRIBE Te 
する も ゃ の と の 2 種 が あり 成因 的 に 異 つ た を 産 状 を 時 する 。 

1) 更 状 磁 硫 鉄 鉄 : 0.2~3:0 mm 大 の 不 規 則 塊 状 及 び 島 状 を な し , 反 
射 光 で 淡 褐 色 ” キュ ー べ 人 バ 鉄 より 淡紅 礼 色 味 を 帯び , [ABE = 3 7 PE CRAB 
壮 状 の 内 部 構造 を あら わし , 黄 白 色 ま た は 次 吾 色 ょ より 淡 藻 褐色 に 変化 する 
頭 鞭 な 暴 方 性 を BTS, BEGIN RO + .-o kb KC, KOH 
(sat.) に ょ つて 犯さ れ , 褐色 乃至 暗 礼 色 に 変化 する 。 鉱 液 か ら 直 接 品 出し 
LOC, 離 深 性 産物 で は な い 。 一般 に は 記 硫 鉄 鉄 の 大 部 分 は 黄銅 鉱 よ り 
や 遅れ て 卓 出 を 開始 し , や 後期 まで 品 出 を 継続 し , RIC kD Se 
腺 状 に 綱 い て いる 。 : 

2) =E 521K US MLIRRIHERRSL : 黄銅 鉱 中 に は 屋 x 0.001 ~ 0.01 mm, 長 
2 01~3mm Eom hl 52K (curving hair-like), Beri kakit 
BER IRE ToT hee HERS EET 2 (第 5 図 ) COMMONER ISL 
記 塊 状 の も の と 略 々 同様 で ある が , BHR KOH に 対す る Mss 
状 の それ より 弱い 様 で ある 。 を また KOH で 処理 し じ た 場 合 , 時 に 後述 する 
が 如き 磁 硫 鉄 鉄 一 硫 鉄 = TU KIL ED ER Tr ARRAS 5 1 SEO 
向 は キ 。 - NHRER OAMICHL TC EARERT LO, 略 45° 内 外 で 符 
交 す る も の も の 等 が あり , 薬 片 自身 時 に 直交 型 の 名 列 を な し , RS < WS 
HO C111) Mit (100) の 面 に 平行 に 析出 し た 離 落 性 産物 と みとめ られ る 。 

Merwin - Rombard?) の 研究 に よ 
れ ば , 黄銅 鍼 と 磁 硫 鉄 鉄 と は 高温 に 
於 ける 硫黄 蒸気 圧 の 下 で , MABE 
まで 互 に 固溶体 を な し , 例 を ば 290°C 
硫黄 圧 455 mm (CHC, WHALE 
磁 硫 鉄 鉄 は それ ぞ れ 黄 鋼 鉱 76% 磁 
硫 鉄 鈴 24° TVA, RGBRERGLIE I, 
黄銅 久 4%, WAKE RTS Rh 


we 


eG. 4G tec een sKEMMO 
第 5 Wmnento-eema 。 革 は 温度 の 低下 と 共に 減じ , 675°C 
Gear x 220 ICRRTIEILE 2% HF BRS - 


THIEL LC HRSA PARTIC SI SB RMAERSLD TE 1d 970°C ょ り 800°C 


— ee = 


9) Merwin, H. E., Rombard R. H.: Econ. Geol., 32 (1937), 208—84. 
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まで 温度 の 低下 と 共に 反 つ て 増加 し , RMA 68% に 対し , 磁 硫 鉄 鉄 320。 
と な る が , それ 以下 で は 区 第 減少 し , 675°C に 於 て は 黄銅 鉱 74% に 
WL, WAG, 26% まで 減少 すえ 。 CORE RIOR 
温度 の 低下 と 共に 深 質 成分 の 量 を 減じ る た め , 必然 的 に 余分 の 成分 を 析出 
し , 上 逃 の 様 な 共生 体 を 形成 する と と に な る 。1934 年 H. Borchert’) b 
& Fe He SASL — RIAL © EVA LU BHA O HIRE RAIS CBO 
WOW TILER ITM 7e 1938 年 RY L. Hewitt’) は Ontario Paray — 
Sound ge & SPR Re ESL IN SA SISEAE FIC On CA EIR FIR OBE 
ERE HL CZ, ROCE ELD S 共生 体 の 場合 に は 600°C LEO 
TREE CRINGE 2 REPEL PICA CRATERS Sas, MOM ELT 
る 共生 体 の 場合 に は 300 ~ 900°C Aree SSL ASTIN GL IC WEL Cl 
JAKE RL, 上 記 の Merwin-Rombard の 実験 と ほ き 同じ 結果 を 出し じ て ’ 
いる が , と の 場合 は Borchert の 実験 と 同様 に , 加熱 及び 徐 冷 実験 中 , TH 
鉱物 の 境界 附 近 に 磁 硫 銅 久 の 生成 を 認め て いる 。 配 逃し た 如く 筆者 等 も 
また 同様 な 現象 を 河 山 鉱 山 産 黄銅 但 一 夏 硫 鉄 鉄 共生 体 の 加 将 実験 に 於 て 確 
め て いる 。 と れ に つい て 後日 詳し く 逃 べ る 。 佑 黄 員 鉄 の 熱 解離 に 任 う 黄銅 
鉱 一 磁 硫 鉄鉱 の 共生 関係 は 配 に 筆者 等 が 報告 )) 1 し た と と ろ る で ある 。 
本 邦 に 於 ける 上 記 の 共生 体 は 岩手 県 矢 越 鉱山 日立 鉱山 神 峰 鉱 床や 栃木 
県 足尾 鉄山 BPRS") 4A) 野田 玉川 AS, BSAA B 
9) の 両 鉄 山 等 か ら 見 出さ れ て いる 。 


4 Fa-N Et BMRABOHA , 


塊状 キ . — SBHICHee Miybis ¢, th 0.01 ~ 2.0mm As}, RA 1-8 
mm FE ORRIBIERK AAAI OMS (第 6 Bl), La EAG 
2 — ASLRIEAIC IAT, 性 2 OGLIER HICH 7 図 の 様 な 格子 状 及 
OSE AIK ORTHSLAS L611. 6 

EH rh 0.02 ~ 0.03 mm, #2 0.5~ 1mm 程度 で , PAVEALHA IRE 
Hur, WEE LR BEICBILT SRL GAL, + 2 7 SHED 
度 は 大 で , KOH ce <ICIL AN CHE OMe, RR a oH as 


10) Hewitt, R. L.: Econ. Geol., 22 (1929), 288—299. 
11) PRE, 南部 松 夫 : BES, 4 (1948), 74—88, 

12) PIE, 南部 松 夫 : 選 研 工 ; 6 (1950), 47—54. 

13) HEEB, 2H, 13 (1935), 267—276. 

14) HRS BY HA, 54 (1948) ,177—178. 

15) PARSE, PARMA : BEWARE, 8 (1952), 7 一 14. 

16) WARE, 南部 松 夫 ・ 未 発表 
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5 BOM +. SORO FOR = 7M BROOME: - San 
i ye? 2 PART Bae RAE x220 OFICBET Oi FRVBREK 
ae | Raphgkar KCN 20% )-CiBAh x 220 


「 青色 乃至 黒色 に 変化 する が , KCN 20%) で は manny, comme 
RAO Ze Bet ZH, その うち 異 方 性 及び KON 応対 する 反応 
ee は 共存 する SUR MRASLO SH LVM 様 で あ そ 。 こ と これ ら 洪 薬 は 屋 x 々 キ 
a TOSSED ORDA INGEE BE < od. § SIRAAIZ OWT ik, W.H:Newhou- 
se が Sudbury © Frood Sf eES0Sh Bt SSMS . — at EBS 
O22 BOMRE AALS TORE £0 BEES 推定 し て に る だ が, 未だ 
実験 的 に 証明 され て いな い 。 本 邦 に 於 て は 矢 越 赤 金 の 2 鉱山 よめ 報 
HANTS, . 


5 キュ ー バ 鏡 と 硫 鐵 ニッ ケル 鐘 の 共生 
: 硫 鉄 = FVIOB OVERRAN, 今 試み に , Begratmo 
by BK =o FO MA ORT Ee Disb BAL Cw S NSE 2 — NS GKFRAE 
we BO-Feeoet, che HNO; cee, NHOH ic cH ict 
ae ; ば , 1) 赤褐色 の 第 2 水 酸 化 鉄 Fe (OH); Ope HAL, ( 鉄 の 検出 ), 2) 
]「 £ORMAHE ERTS GER = » ケ ル の 検出 )。 次 に と の 濾液 に た ヂ メ チ 


| 。 ル グリ オキ シム 浴 小 を 加える えれ ば , PHO MAI: BEE I= yr AF AF 
較 際 グリ オキ シム を 生じ , 明か に = ッ ケ ル が 検 世 され る 。 R-HMRDO. HN 


| 0。 溶 液 の 一 部 を 探 つ て と れ を 稀 坦 し , Back 深 液 を 加 % れ ば , BaSO4 の 
] 自 濁 を 生じ る (硫黄 の 検出 )。 硫 鉄 = ッ ケ ル 鉄 選 薬 の 産 状 は , & 2 — sgh 
] 中 に 規則 的 な 平行 納 状 方 至 格子 状 を な し て 存 し (中 0.001 mm pyyt), 黄 
BAGO CUM, We. — GIL LOM MO RMIML OBIE, 
略 平行 の も の も ある が , 多く は 80~ 40° SKISZILE Did WfSRE CR 


17) Newhouse, W, H.: Am. Min:, 16 (L931) 38 42= 837 ire 


pate ge ae ry ge: ‘ ray 
Pa ee is A 

Bo Re AT 
BT ZHMLAT SZ 


6 HRS Re Moy + IL HOK A 


キー べべ 鉱 中 の 潜 工 が 時 に 第 8 図 の 如き 磁 硫 鉄 鉄 一 硫 鉄 = NEO 


状 組 織 を 時 す る 場合 が ある 。 と れ は 充分 研 魔 し た 面 を 450 ~ 1100 穫 程 度 


ORME CHBL TIL H CRY SBE C 6 328, KOH (sat.) Bes He 「 


CRT, MREMOMDT IBA NCE) SBS EET SICK 
し 硫 鉄 = >» ケル 鉄 の 部 分 は 変化 な く , EOHRE UCMIROMLAL, 1 
電 的 明 共 に その 共生 組織 を みとめ 得る 。- 
aC ORC ARSE LU BESSA IL 
1) HMSO MRKRTEROR 
2 GE . 
2) bis. — \QBEH OME 
HERRERA EL OSE = y 3 HK 
3) キ — Bh OWBEIC IA 
DRMEIABE = y 0 GREE 


ARH On, BWSaRe BT 
第 8 図 BeAM(CDHOMKs, る 。 そ の 成因 な 共生 状態 か が から, KC 
ー ぶ 人 鉱 (b) に 含ま れる 磁 硫 鉄 鈴 (Pr) a a ites 
Ga 7 7 NHROKAz AK «110 SASL ELT ABD 2 OS 


SSA BAL, KERICON TEE ORAARHUDBL CLOW MIC 


ROHS, MH» TNAHBROZOMAOMEAKEMUL, BICZOR, 


後者 の 磁 硫 鉄 鉄 硫 鉄 = 2 7 BLE PRPS BYE L TC % Oo That LD 7% HAKIE 


生 を 生成 し た る の と 考え られ そ > LPLEOCIBFISS 5 IC MOVERIC LO 
て 確 め る 必要 が ある える 。 


磁 硫 鉄鉱 一 徹 鉄 = ッ ケ ル 鉱 共生 体 に つと て も 既に 2, 3 の 実験 的 研究 が 


行わ れ て いる 。1912 年 W. H. Newhouse は 磁 硫 鉄 鉄 一 硫 鉄 = + 
ル 鉱 の 状態 図 と 関す る 実験 を 試み , 磁 硫 鉄 包 が 40% の 硫 鉄 = Gh 
固 深 体 と し て 含み 得る と と を 確 め , 是 つ と れ が 低温 に 於 て 後者 の 一 部 を 離 
YL CRE KG GK =v TAO adn FASE EG KT SWRA HOD T 
いる 。 ま を 1938 年 R.L. Hewitt’ は Sudbury Bows Prac, 
425 ~ 450°C CAN CRRA BIT CHRMAAT 5 BA GBL, 更に と 


18) Newhouse, W. H.: Eccn. Geol., 22 (1929), 288—299. 
19), Hewitt, R. L.: Econ. Geol., 33 (1838), 305—448. 


の 複合 より な る 2 BGR 3 BOK 


: 18 2 BR mK ee Lee 
‘ a dae ' 
v の 固溶体 を 800°C ょ り 60 hrs. PLOCBIRECREL, 再び 固溶体 よ 
り 硫 鉄 =。 ケ ル 鉄 が 析出 する と と を 確 め て いる 。 人 短 最 近 Hawley, Colgrove, 
Zurbigg”) © D=Kit Fe—Ni—S © 3 成分 系 の 研究 を 行 つ て いる 。 
’ 谷本 邦 に 於 け る 複合 離 次 性 共生 は 1938 Se PES AREB) CLOT a 
S 7c LUGAR ARR GL UE OES SE A DIES & OEE SAEED — BRL DH 
D, また 1949 年 ha) IC LOCHMES Nel IATL SL ERE 
he. SEP ORR RGA SESASL & TES Se . — ASABE, 筆者 等 が 報告 し た 赤 金 
ey Sh FE OSHS OMIRS . — -SSLICS AEF 3 RE ORALESSAIS NC 
る 。 ARRWHWUHOL の に つい て は , 筆者 の 一 人 *) CAWFHD SO, = 
7e BASHIR IC OW TIL, 筆者 の 他 の 二 人 *3) CLOT, 実験 的 に HEH 
SC る 


ae 7 BRE PR AROKE 
| PUREST IEA S OBE RICKC RANICAB ic b OREM DS. 
vb 1) BR, 島 状 及 び 塊状 関 亜鉛 鉱 : PORTIS SKIS ENSLO AIA ROSSSK 


と 他 鉱 物 と の BREIL THRE KL, 他方 0.1~5 mm REO RIK 
至 塊 状 を な し て 黄銅 鉄 中 に 不 規則 に 分 布 す る 。 とれ ら は 黄 鍋 伏 と 略 同時 叉 
; _ は 多少 遅れ て 鉄 液 か ら 直 接 品 出し た も ゃ ので, 離 深 に よる る の で な い 。 
ee 2) 黄銅 鉱 中 の 細 点 状 万 至 ATPQHESS SR: = BYRRSH Git 0.001 ~ 0.003 
ie mm 内 外 の 細 点 と し て , MING ICBRS IC AUR 22S, 時 に 局部 的 に 集 


| 第 9 図 Hines KFA EEN RES Ok 第 10 TASK DO HO SEKAI EE 
x 220 SHS GR) HO MARES 
bi, 20) Hawley, J. E. G. L. Colgrove, H. F. Zurbigg: Econ. Geol., 38 (1943) 
335— 388. 
21) Fey wo: 地質 , 55 159. 


85-91, 109-118. 


} (1949 
: 22) TARE, : AH, 33 (1946 : 
) HE, 36 (1952), 33-42. 


WTA, FARA : 


” 


# BE aN AS ey te 19 


HI SCEMHSo Lh ASORC BL ren & Pra “‘zincblend-star” と し 
て , 0.01 ~ 0.05 mm FEpEO HY & 7s LH PORESA BLASTS ALE IC PRIC BL 
れる 。 か いる 例 は すでに , PRAY ROW Re”) 等 か ら 知 られ , me 
深 性 産物 と され て いる 。 PRR は 神岡 鉄山 の も の に つい て IA 
を 行い , BREA CHSC LEM, 固溶体 形成 温度 と し て 470~480°“C 
LFACHSo LEO RSA OPH SAO ( bb IRR 
よる と 思わ れる が だが, 1) Wes oink 観察 され る 場合 も あり , 両者 の 区 
別 は 容易 で な い 。 ay 

3) PRS Oye Bodo: 第 10 図 . に 示し た が 如く , 前 記 1) の 
黄銅 鉄 中 の 島 状 乃至 塊状 関 重 鈴 鉱 中 に は 屋 々 0.001 ~ 0.05 mm 内 外 の 細 
点 が 多数 集中 し て 懸 滴 状 を な し て いる 。 か る 関 亜 鈴 旬 黄 鋼 久 の 共生 は 他 
鉱山 で る 最も 普通 に 見 らち れる 組織 で あり 。 本 邦 の 産地 る 河 山 ,』 HARE, Jee, 
RAB, BRLOFWUUSRAICENIE. 一 般 に MERIC kB 産物 と され , 
GATASEAY, ZARNOTST Bi < Fev. N. W. Buerger?’) peed CA KOR 
術 研究 で は な 離 溶 温度 350 ~ 400°C が 求め ils 最近 行わ れ た を 藤林; 出 江 9) > 
の 結果 も 略 同様 で ある 。 i 


8 HEN ERR MMOS 


両者 の 関係 は 下記 の 如く 3 Mic AMT sez AEs 0 

1) ROHS OMAR, BRR: : と の 種 の 一 部 の 図 画 鉛 鉱 は 磁 硫 
鉄 鉄 と 同 叶 品 出 で あ る が , 大 部 分 の も の は 砂 硫 鉄鉱 語 肛 後 の 交 代 産物 で あ 
Do 

2) PIRAISL HO RRRTEEESE ¢ RETOOL OREN IC ANS 
BYREI Reh Gh chic 0.01 mm LIP Op & iL PR ERLD SES 
れる 。 かく の 如き BAER EEA NS AHL CRORE, 
Btic P. Ramdohr™) に よ つ て 報告 せら れ , AAT DM TERA 
は G. M. Schwartz に よう つて 徹 察 され て いる 。 億 し と の 条 共 生体 の 例 
は 未だ 多 ぐ 知ら れ 池 ; また 好 試 料 に 恵まれ な ぃ て 模様 で 何れ る 実験 了 駒 に 確 め 


24) HUTTE, HORAN: WHE, 7 (1832), 274 276, 

25) Watanbe, T. : Journ. Facul. Sci. Hokkaido Univ. Ser. IV, 6 (1943), 
205-303. 3 

26) HER, : SHE, 18(1937), 137-150. 

27) Buerger, N. W.: Am. Min., 19 (1934), 525-530 

28) Sugaki, A, Yamae N.: Sci. Rep. Tohoku Univ. Ser III, Vol. 4, No. 2 
(1952), 103-110. 

29) Ramdoehr, P.: Zeit. Prakt. Geol., 39 (1932), 65-73, 89-91. 

30) Schwartz, G. M: Econ. Geol., 37 (1942) 345-364. 
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Li Te eX ¥, yer Re Olas eo 
, : me oF f E | on 
3006 2G OL WLI & BB . 


られ て な い , 従 つ て 離 溶 温度 も 求 つ て いな い 。 ARICA OEP 
に よこ つて , 足尾 久山 産 鉄 関 重 鉛 鉱 の 粒 間 に 散 点 する 磁 硫 鉄 鉄 の 存在 が 指摘 
され た が 成因 は 不明 と され て いる 。 

38) 磁 硫 鉄 鉄 中 の 薬 片 方 至 格 子 状 関 重 鉛 鉱 : PEPER IC MASS OL 
~ 0,05 mm 程度 の 磁 硫 鉄 鉄 中 に は 度々 WAR, SEHR TEP ELT 


POW ASLO 1S. WHED fk 0.001 mm 内 外 で ある 。 鏡 下 の 産 状 よ 


り 離 次 性 産物 と 推定 する こと と が 出来 よう 。 


9 キュ ー バ 鐘 と ヴイ オラ 鏡 の 共生 

ヴィ オラ 録 は 磁 硫 鉄鉱 中 に 粒状 , 
BRET hOL, 第 11 Nom 
C SBIR 2 — SGLRIC HK TOE HK 
を な し て いる も の と が ある 。 後者 の 
fh は 0.01 ~ 0.03 mm 内 外 , HS 
0.1 ~ 0.5 mm FAEECH So hick Ty 
至 締 状 ヴ サヴィ ュ オラ 鉱 が 黄銅 鉄 中 の 島 状 
キ 。ー べ バ 鉱 中 に 存在 する 場合 , TRE 
Shc CHEAT CAMRIC BL, SESE. 
第 11 +. — SeKCEIOH ope WEA CEREVo DS る 組織 は 
DIEM A478, LOW 4 a7 oo VAT Se. ON 
al ane GLK: BBL Ke LT SOW 


当 の 様 に 思わ れ そ 。 こ と これ 等 纏 状 サ + オラ 人 鉄 な キー 人 べ 伝 中 の 他 の 総 て の 難 


溶性 産物 を 終 い て いる の で , キ 、- 双 人 鉱 固 溶 体 の 最 末 期 の 離 深 に よる る も の 
で あめ る こと ば 明か で ある 2。 


10 #@ 括 


太 挫 録 山 産 鋼鉄 石 甲 に 下記 の 如き 興味 ある 共生 が 存在 する 。 


TD) BEML ORR YER | — SH, 

2) F 2 ~ AGE CER MK 538 BOR BSA SL 

3) SEM AA DAE SEAK 2 (SRA EL 
4). Bh OAK 4 BUR, BERR ESL, 
5) Dah th OD ADP BSE Shar 

B) FAVRE SAGA RAE Ba 

7) RETREATS BPR = y Pe Bk 
8) +. — SSK OBER ORR RMBE =H y 7 Gh 


re 


YR BR BO) 3c Zt 21 


9) ¥ . HAGKP OBER I VB ARY 4 a 7 Bh 
10) ape ae eae 
11) TAS, PE OBE YEAS FARBER SK 
A eae oe 
物 中 に 包 有 され , RIC HSMSL PD DUT AGH SL MRI BATE DE iy & Hee ote 
る が 明瞭 を 欠く の で と ょ で は 保留 し て 置く 。 以 上 の 中 1), 3), 5), 6) 及び 
7) は 従来 各地 か ら 記 載 さ れ , 符 的 研究 か ら 離 深 に ょ る 共生 で ある と と だが 確 
め ら れ て いる 。 4) 及び 10) は な 産 状 よ り 離 深 に よる も の と 推 走 され て いる 
DS, 未だ 実験 的 に 証明 され て に な い 。 他 の も ゃ の は と これ まで 殆ど 注目 され 
な か つた も の で ある 。 午 者 等 は 反射 顕微 錯 下 の 性 質 よ り 離 溶 組織 と 推定 し 
DS, BARCLAY ECD So a 
APRBO BILSON ER- EPIC LALO, 明記 し て 謝意 を 表す る 。 


TS PF SARA Keel Ae OF PE 
AF RIPHEMRRG 
Yttrialite and abukumalite from a pegmatite of 
Suisho-yama, lizaka Village, Fukushima Prefecture. 


De ee —( Ketichi (Omori) 
長谷 川 修三 (Shuzo Hasegawa) 


| 


Abstract : Yttrialite and abukumalite were collected from a 
pegmatite in Jlizaka Village, Fukushima Prefecture. Yttrialite has G 
4.560 and n 1.7604. The result of chemical analysis is given in Table I(No. 2). 
Powder photograph gives a cubic unit cell a 10.532A, its crystal structure 
like that of pyrochlore, koppite and atopite. The cubic yttrialite may be 
a metamict state. Abukumalite has G 4.567. Its bulk analysis is given 
in Table IV (No. 2). Powder photograph of abukumalite shows close agree- 
ment with that of apatite from Drango, Mexico and their data yield a 
9.58A, c 6.81A for abukumalite, compared with a 9.51A, ¢ 6.77A for 
apatite. 


Fe SB 
Winchell の 名 著 , Elements of optical mineralogy 第 2 # (1951 
年 版 ) の 率 引 を 繕 く と , アル フッ ベッ ト 順 に 配列 され た 鉄 物 名 の 最初 に 阿 
武 隈 石 の 名 が 上 晃 典 され る 。 こ と の 鉄 物 は 昭和 13 IC, 福島 県 伊達 部 飯坂 村 
水 卓 山 の ペグ マタ イト か ら 見 出さ れ ,Y と Cae Peeve LL, 


22 aR MK 4 & ss 


iH = Hh 4) に 依 つ て 命名 され た も の で ある 。 そ の 後 , と の 化学 分 析 の 
結果 を , Machatschki?) は 詳細 に 検討 し ;』 本 鉱物 は 炎 交 石 族 の 一 種 と 考え , 
Winchell3), 桐山 , BSmt) 等 る と れ に 従 つ て と る が , 本 鉱物 の 産出 が 
移 で ある の で , と の 問題 は その 後 実 験 的 に 確か め ら れ て いな か つた 。 叉 イ 
Y RUT A は 阿武 隈 石 等 に 件 つ て 産 し ,、 鉄 物 の 物理 的 性 質 と 化学 成分 な 
記載 され て いる が , 属す る 上 品 系 に 就 い て は 人 告 問 題 が 残 つ て いる 。 

偶々 数 年 前 , 筆者 等 は 石井 瑞 郎 学士 と と の 水 卓 山 の マグ マタ イト を 調査 
th, 20 KO, AREA LABEL ETS 2 RHMORESKAK CR 
集 す る と と が 出来 (第 一 図 参 照 )) その RBNMORME, 前 者 が 阿武 隈 
BH, 後者 が イツ トリ プア 石 で ある と と が 判明 し た 9。 
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IRAE ASKMIEARRAICHS 9 -7 REC, BERERE SL, 断 
HEBER SETAC, 破片 は 透明 で HS. 硬度 は H=65 で で, 比 
重 は 比重 井 で 測定 し , G=4.560 (23°C) を 得 た 。 薄 片 は 顕 徴 漠 下 に 等 方 性 
を 示し , 屈折 率 は 活 度 メチ レン (n=1.74) より や ぃ 高い 。 結 草 形 は 認め ら 
ST OTC 

次 に 本 鉱物 の 一 片 か ら 約 30° AF) ズム を VED, 反射 測 角 器 に 依 つ て 
と の 頂 角 と , Na 光 下 に 於 ける 最小 偏 角 を 測定 し た 。 と の 測定 値 の 平均 は 
次 の 通り ある 。 

プリ ズム の 頂 角 SO \ n=1.7604 

Ee 小 fm 角 Oo 24° 257 

Be Dp KiCAMDE REL, 精選 し た も ゃ の を 試料 と し て , (ES 
分 析 を 行 つ た 。 と の 結果 を , 畑 博 士 の 分 析 結 果 と 比較 し て , 夫 々 第 一 表 (2) 
に 及び (1) と し て 掲げ る 。 比重 の 値 が や ゃ や ぃ 異な る 点 を 除け ば , 両者 は 良く 


1) Hata,S.: Sci. Pap. Inst. Phys. Chem. Res., 34, 455~459, 1018~1023 
1938 4 

) Machatschki, F.: Zbl. Min. 1939, 161~164. " 

) Winchell, A. N.: Elements of optical Min. 2, 196, 198, 1951 

) aL, BE: 結 品 の 化学 2, 149, 昭 2. 

) Hata, S, ALE 
伊藤 貞 布 : APPOKMIMG 4, 525, 534, AA 16. 

6) この 産 状 に つい て は ペ ゲ マタ イト の 形状 及び 附近 の 地質 と 共に 既に 報告 (地質 学 
Arts f= We OS RACER IE) LIED ECE VICI ST Bo 


23 A WER: 上 図 と 中 図 ( 筑 一 図 ), ARMA. Y は イラ トリ ャ 石 , 0 は 
Bet, は 紅色 役 鈴 長 石 ペー サイ ト 。 下図 (第 二 図 ), XR, “Este, © 
下 は メキ シコ, Drango BRK. 
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ABREMAEKES 


ca 


sell Gas 


ss —. 32 (Table I) Chemical compositions of yttrialite from lizaka village. 


(1) (2) (3) 
SiO, 2991 % 30.10 % 500 
TiO» 0.05 tr. a 
Al,O3 1.91 1.40 28) 30 
FeO; = 0.15 2 
FeO 2.77 2.20 31 
MnO 0.39 1.19 17|. a5 
MgO 0.56 0.41 10 
CaO 0.90 0.98 17 
Ce,O; = 3.88 24 
[Ce]205 6.42 3.49 21379 
[Y]205 44:70 43.80 334 
ThO, 5.25 ¢ 7.43 28 
ZrO; 0.53 0.21 2\ 45 
UO, 3.72 3.92 15 
COs 9.50 0.15 = 
PbO 0.10 = is 
H,0+ 0.72 0.32 e, 
N= 0.45 0.13 = 
Total 98.88 99.76 

4.31 4.560 
Sp. Gr. (at 20°C) (at 23°C) 


(1): Yttiialite, 分 析 者 kM =% (19384) 
2): A - See 長谷 川 修三 (1952 年 ) 
(3): (2) か ら 算 出し た 陽 イ オン 比 


BH (2) の 分 本 結果 か ら , 陽 オ オン 比 を 求め , 更に oi, 三 価 及び 
四 価 の イオ ンジ ン を 共々 別々 に 合計 する と 7 
R’ =Fe’+Mn+Mg+Ca=75, 
R’”’ =Al4 Fe’ =30, 
R”’”=Th-4+ Zr+ U=45 


と な り , Rite Y で 表わす と Y=379 と な る 。 cHE DAKEHOIL 
MELT RR 5 Yars Rs) Sisoo Ore が 得 ら れる 。 と に CR が 
YY CBRENSLODETSE Rowav''o ICAPRSL, RM RO Ee Vo 
で 置き 換 を 得る の で , と の 化学 式 を 簡単 に する と , 


Yoig Sisoo Oj 即ち Yo.07 Si2.00 O70 
と な り , ARMOR AY bh UPA Yo Sig 0O, と 一 致す る 4 即ち 本 
Spit Th RU UFEBARAY bIUTHRCHS. 
fy Geiger 計数 管 で 放射 能 が 認め られ た な た 。 


Wt FR Hes 3G 25 


X 線 的 性 質 AUWOXMRHAFA HBO CERO C, 極 
め て 長 時 間 の 赴 出 に 依り , 25 U CHBLEBSN Ko COE AR 
研究 所 竹内 常 間 教 接 の 好意 に 依 つ て 撮影 まれ , 又 X 線 に は FeK HASH 
られ な た 。 

X 線 粉末 写真 上 の 同じ 廻 折線 間 の 間隔 を ュ っ ン ペ レーター で 測定 し , と の 
補正 値 か ら , 0, sind 及び 網 面 間隔 d を 算出 し , 更に 逆 格子 を 用 いて sind 


か ら 網 面 指数 を 求め , 単位 格子 恒 数 を 求め る と , 第 二 表 に 掲げ た 様 に 平均 


値 と し て a=10.532 A Bonk. CORE Bic, 類似 の 成分 の 数 種 
の 鉱物 と 比較 し て 第 三 表 に 揚げ る 。 

次 に と の 単位 格子 中 に 含ま れる 分 子 数 を 求め る と ,n=pxV/Mx1.66x 
10-=8.058 と な る 。 即 も 単位 格子 中 に Y2Siz Op が 8 分 子 含ま れ て 
いる 。 T AIC P(E) =4.560, V (単位 格子 の 体積 ) = (10.532 x10-9)3, M 
(FFB) =398.43 で ある 。 


第 二 表 (Table II) 


No. | 2l1(corr.) @ sin@ d Indices ag 
1 35.25mm 1625397 0.2865 3.375A 223 11.691A 
2 48.51 ZI OS |S 3891 2.485 313 9.625 
3 57.87 Te Faas 0S) ' 4589 Ze LOe 333,511 10.649 
4 67.78 af SiS) 5297 1.826 440 10.327 
5 81.94 39 34 6370 1.518 622 10.070 
6 94.36 Ion (0) 7071 1.368 731,993 10.504 
7 116.99 55135) | 8213 177, 840 10.531 
8 134.87 | 63 40° 8962 1.079 844 10.572 
Mean 10,532 
a — x (Table III) 

Mineral Chemical formula ao 
Tttrialite |(¥, Ce, Th, Fe), Siz | 10.532A 
Koppite (Ca, Ce, Na, K)g (Nb,Fe)e (O,0H, F)7 10.37 
Pyrochlore ‘ (Nia, Ca, Ce, Th,U)2 (Ti,Ta,Nb)2(O,OH,F)7 10.33-10,38 
Pyrrhite (Ca,Na,Fe)s (Nb,Ta,Ti)2(0,OH,F)7 10.38-10.41 
Schneebergite | (Ca,Na,Fe)2 Sbz (O,OH);7 10.296 
Lewisite (Ca,Na,Fe), (Sb,Ti)2 (O,OH)7 10.269 
Atopite CasNa,Mnz Sbi¢ O3;(OH,F)4 10.267 
Romeite (Ca,Na,Mn)2 Sbe (O,OH,F)7 10.261 
Ocher xCaO-ySb205-zH,O0 10.25 


a 


AMO OKRFAOMRROBEROMEM Alt 第 三 表 の pyrochlore, 
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koppite, atopite 9) と 類似 し て いる の で , 此 等 と 同様 の 結晶 構造 を 示す 
る の と 考 を られ る 。 即ち 16 個 の (Y, Ce. Th, Fe) Mpa Fd 3m ~ 
ICHIt 4 (c)?) 即ち 1/8, 1/8, 1/8; 1/8,7/8, 7/8 等 の 位置 を 吉 め 16 
個 の Si 原子 は (d) 即ち 5/8, 5/8, 5/8 ; 5/8, 3/8, 3/8 等 の 位置 を 占め , WL 
56 個 の O 原 子 の うち も , 8 個 は (b) 即ち 1/2,1/2,1/2; 3/4,3/4,3/4 等 の 
位置 を 占め , 残り の 48 Hilo O 原 子 は (f) 即ち x00, x00, (と \ に kx=0.19) 
等 の 位置 を 占め あて と る 。 こ と の 構造 は 凡 石 型 構造 か ら 陽 オイ オン を 少し く 除 い 
た 構造 に 類似 し て お おり, Si 原子 の まわ り に 4 個 の O 原子 が 結び 付い て 
作る (SiO4)”” 四面 体 が 更に 2 個 , O 原 子 を 共有 し て 結合 する (Si,07)""" 
は 構造 中 に Hor tC REL BE. MS 他 に , BAM ERY CHOLES 
KOKA NSM MICMEABRO thortveitite Sc2 Si 073) HAY, COE 
卓 構 造 中 に は (Si,07)""" ASHRIE LUC HE LT 40 Pabst’) は ThSiO, 
CU Rane 正方 卓 系 等 軸 上 唱 系 及び 非 品 質 の 4 変態 が ある と と を 見 出し , 
放射 性 鉄 物 は 自己 の 放射 能 に KOT その 結晶 構造 を 破 雷 し , MAE RIA 
正方 結 上 醒 に , 正方 結 品 は 更に 等 軸 及 び 非 品質 に と 変化 する と と を 見 出し , 
後者 を ヌ タ ミク トト 状態 と じ 9, 更に ヌ タ ミク トト 状態 の 条件 と し て , 光学 的 
に 等 方 性 で ある と と, Bee, PRKHOL AMT cL, U 又は Th 
を 含有 する と と , X 線 的 に 非 品 質 で ある と と 等 を 記し て いる 。 とれ ら の 条 
件 な と に 逃 べ く た を イツ トリ プア 石 に も 認め られ る の で , 本 鉱物 は ヌ タ ミク ト 
状態 に ある も の と 考え を られ る 。 こ と の 点 に 就 い て は 更に 目下 行い つい ある 加 
将 実 験 の 終了 後に 述 べ る で あろ う 。 
阿武 隈 石 (abukumalite) 


物理 的 性 質 本 鉄 物 は 第 一 図 に 掲げ た 塊状 体 の 大 部 分 を 占め いる が , 結 
井 面 は 誰 め られ な い 。 AUERAYIC HARE, RIOR BL, 断 口 は 参 差 状 
PVBBANKC, SAIL ATCA CHS. 硬度 は 了 H =6 で , 比重 は 比重 坦 で で 測 
定 し ,G=4.567 (21°C) が 得 ら れ た 。 薄 片 は 顕微 鏡 下 に 無色 透明 で , BEBEGH 


1) Gartner, H. R.: Neues Jb. Min. 61, 1~30, 1930 
Machatschki, F.: Z. Krist. 73, 159~175, 1930, Z. Krist. 82, 72~76, 
1932, Zbl. Min. 1932, 33~27, Chem. der Erde 7, 66~76, 1932 
Brandenberger, E.: Z. Krist. 76, 322~334, 1931 
Zedlitz, O.: Z. Krist. 81, 253~263, 1931 

2) Internationale Tabellen zur Bestimmung von Kristallstrkuturen 1 ,367~ 
369, 1935 

3) Zachariasen, W. H.: Z. Krist. 73, 1~6, 1930 

4) Pabst, A.: Am. Min, 37, 187~157, 1952 (x Axa RRI 7301 BR) 

5) メタ ミク ト に 就 い て は HARARE Shee 1, 1~12, BB 27 の 研究 が 
Do ’ 


ft, a. Mo SUA ee ys y 


ee ae ee . te 


に に 対し 直 消 光 を な し , BURMA CHL, RWC FRE. 


FAST AI IRKIC KOC w = 1.780, 6 = 1.783, € — @=0:003 を 得 た 。 
{EBRD ASO PKS SICAL OVI FURL Ze RICK 
SOPRA LL, 畑 博 士 り に 依 つ て 輝 べ られ た 方 法 に 従 つ で , 
化学 分 析 を FIO. CORRE 畑 博 士 の 結果 と 比較 し て , Kx Bz (2) 
及び (1) と し て 掲げ る 。 (2) な (1) より も SiO, MnO 及び 稀 土 類 に や 
富み 』 叉 CaO & P.O: CHL ZLWo HHS (2) の 方 が ゃ ぃ ヽ 大 で ある ヶ 。 
畑 博 士 は (1) の 分 析 結 果 か ら , 阿武 張 石 の 化学 式 と し て Cazes Yaao (Si, P) _ 
450 Oigie 即ち CaY。 (Si,P)20% % 44691, britholite に 似 た 新種 と eae 
その 後 Machatschki tA Ao P の 一 部 を SI-CBML, XM Caw 一 部 を 
Y で 結 換 し た 人 鉄 物 と 考 を , ELAS Xs (201); (O, OH, F) で 表わさ れ 
ZArcktevNCHS, こと の Machatschki の 式 に 従 つ て , Awe (2) の 


ss py 32 (Table IV) Chemical compositions of abukumalite. 
| 1) | (2) (3) 
SiO, | 20.84 % 22.70 % 374 
TiO» | 0:00 0.00 rie 
Al,O3 | 1.05 0.75 15 
Fe203 2.10 0.79 10 
FeO = 1.44 20 
MnO 1.13 3.67 52} 254 
MgO | 0.22 0.10 2 
CaO 13.53 9.58 170 
Ce,02 = 4.47 27 
[Cel205 6.45 5.76 35 0 
OS 45.98 46.91 357| 
ThO, 0.90 0.51 
ZrO» 0.00 0.00 fe 
UO, 0.00 0.00 en 
P20% 5.84 1.73 24 
COs 0.05 0.10 ae 
0.45 0.50 26 
H,O+ 0.58 0.68 75} 101 
HD< 0.16 0.15 2s 
Total 99.30 99.58 
4.35 4.567 
Sp. Gr. (at 19°C) (at 21°C) 


(1): Abukumalite described by Dr. Hata. 
(2): Present mineral. Analyzed by S. Hasegawa. 
(3): Numbers of cation calculated from (2). 


PELE HS 2 LBRRLEV, と れ よ り 本 鉱物 の 化学 式 と し て , 


1) Hata, S.: Sci. Pap. ifs 


28 2 em KS & 


ss Gf 36 (Table V) 


‘Xs (zg012) (O:0H,F) CE alone Sr P (OH,F) (9) | 0 
134) (254) | (421) (15) (378) | (24)| (101) (1608) 
8. Gar (P;0j2)..0 B26 8 SE Se ogg SN OG 
\15 CaY, (AISi2013) (OH,F)|- 15 | 60 15 |. 30 = 15.| = 180 
86 CasY; (Sis0;2) (OH,F) | 172| 258|/—]| 258 | —| 86 | — | 1032 
25 CaY,y (Sis012). O 25.10 100.04 (FSS heres el 95308 

.244 | 426 363 

(=10)|(45) 15| Tis) | 24} 101 | 33 | 1608 


(Cao.304 Y0-656)5 C(Sio-s0sAlo-037Po-060) 3012) C(OH,F)o.75Oo.25) 
が 得 ら れ , ARBRICBT Ac と が 知ら れる 。 


X 線 的 性 質 COAG BICKEMO XRPKEFREAKBOMARSRL 
比較 する と LICHRO CHED- DONS, 7COKROZ OIC AVS RRA IE, 
TRUDI. Eis DEY CH SOC, Pic, California | Bernar- 
dino の Russell Filer Fe が ,、 筆 者 の 一 人 (K. O) に 寄贈 され た マキ 
シュ Drango 産 の 透明 自 形 結 品 を 使用 し た 。 此 等 欠 末 写真 は 上 記 イツ ト 
リプ 石 と 同時 に , 竹内 博士 の 好意 に 依 つ で 撮影 (FeK 線 ) され た る も る の で あ 
る 。 こ と この 両 鍼 物 の 粉末 写真 を 第 二 図 に 比較 し て 揚げ る 。 図 か ら 明 か な 様 
に , 両者 の 廻 折線 の 位置 と 数 は 良く 一 致し て いる 。 
更に イツ トリ アプ ア 石 と 同様 に 計算 し た , HE MREROHBEERE BRE 
ROS. 第 六 表 か ら , 単位 格子 恒 数 と し て , | 
_ $343 (Table VI) 


Abukumalite (lizaka | Apatite (Drango) . 

No.| 21 corr: Sin | da | Indices No! Zlecrr. |\Sin @ ad |Indices 
1 | 34.96mm/)0.2840 |3.405A)002 1 | 34.97mm)0.2843 {3.401 A|002 

2) 138.52 3121 |3.099 |120, 210] 2 RR 38.66 3132 |3.088 |120, 210- 
3 42:22 3409 |2.836 |121,211) 3 | 42.56 3434 2.816 |121, 211 
4 | 43.37 3497 |2.766 |300 4 | 44.07 3551 l2.723 300 

5 | 44.76 3605 2.682 |202 5 | 45.47 3660 |2.642 |202 

6 | 53.56 4271 |2.264 /|130, 310) 6 | 53.54 4268 |2.266 |130, 310: 
7 | 56.63 4498 |2.150 |131. 311] 7 | 56.30 4472 |2.162 |131, 311 
8 | 63.23 4977 1.943 |222 8 | 63.21 | 4975 11.944 \222 

9 | 64.95 5100 |1.896 |132, 312] 9 | 64.90 5095 |1.898 |132, 312 
10 | 67.53 9282 |1.831 |123, 213] 10 | 66.23 5190 1.868 |123,213- 
11 | 69.23 0400 79 W281, Sl Tol NenGdee 7a 5297 |1.826 (231, 321 
12 | 70.67 5500 |1.758 [402 L2G e720) 5534 |1.747 |402 | 
T1330 223 5674 11.704 |004 13. | 74.17 9738 {1.685 |004 

14 | 86.88 6561 |1.474 (502 14 | 86.88 6561 |1.474 |502 
15 | 88.98 6691 |1.445 1150, 304) 15 { 88.39 6655 /1.453 1150, 304 
16 108.30 7784 |1.242 16 |109.29 7835 |1.234 
17 {111.43 7944 1.217 17 |111.25 7935 {1.219 
18 |131.10 8809 1.098 18 |130.38 8791 {1.100 


/ 


5 ; w # 8 交 29 


«(RAR GREE) a, =9,58A, c。=6,81A, a,: c= 1 : 0.711, 
Bitk#q (Drango ff) a,=9.41A, c,=6.77A, a,:c,=1: 0.719 
が 得 ら れ , ME KGL CHS BIC Te OFFRR AO M feet ice 
(SOR FRE HRT SZL,n=pxV/MX1.66x 10-7 CAT, p=4.56, V= 
541.49-?’, M=728.28 で ある の で , n=2.04=2 が 得 ら れ た 。 即ち 上 記 化 
BID 2 分 子 が こと の 単位 格子 中 に 含ま れ て いる 。 以上 の HBA 6 PRE 
BiLaRGRICBS Sc と が 知ら れる 。 


終 に 臨み , ARMOREOK, 協力 され た 石井 瑞 郎 学士 , 並び に 便宜 を 与え ら 、 
れ た 東北 球 長 石 株 式 会 社 出 俣 事業 也 の 職員 各位 と 対し, 双 ※ 線 粉末 写真 を 撮影 され た 
WIA BEEIEO IC 2 7 y = REBRIK A Sad @ BH Strife R. Filer 氏 に 対し , こく 
に 深謝 の 意 を 表す る 。 こ の 研究 に 用 いた 費用 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に 依る も ゃ の 
で ある こと を 記し , こき に 文部 省 に 対し 謝意 を 表す る 。 
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Geology of the western border of Shizukuishi 
Basin, Iwate, Prefecture. 


a= ey ff “ahh 久 * (Norihisa Hayakawa) 


プーマ 


th pf f2** (Nobu Kitamura) 


Western border of the Shizukuishi Basin, a part of Ou-Back-born 
Range, are composed of Neogene strata overlying on the Granitic Rocks. 
Stratigraphical sequence of Neogene strata in this area is as follows in 
descening order : 


cene 


Terrace Deposit 


ーー 


ンー 


Pleisto- 


Younger: Volcanics 


| eS ANF 


PEEBLES. GO 
Hashiba Formation / Yumoto Formation 


Yamatsuda ; 
Formation < Osuke Formation 
Kositomae 
Formation > 
Sakamoto 
Formation 
Kunimi 
Formation 
Obonai 
Formation 


Miocene 


* RACK Aa SS 
RACKS eS GES 


% 


~” 


tas 
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Both of the Hashiba Formation and the Yumoto Formation are 

- considered to be nearly contemporaneous. Similarly the relation of the 

Yamatsuda Formation and Koshitomae Formation, and Osuke Formation 
are contemporaneous. ~ 


緒 


Bast 感 岡市 の 西方 に 当り , 雲 石 川 及 びそ の Li, FEI, BART 
JN, 葛根 田川 ) 南畑 川 , 沙 宿 川 , SO AUREL HOSE, COW 
When i te eB PH UA Se FSA do (LHC MER 5 Apa PPE YO BL 
て いる 。 AHO PDH AB kb VASE (lialke & ez -C AKU ERAT IC 
SRK ASISTEIC IR 5 CR PR UH RS SBS O HU ASCH) 
1CRML, 岩手 県 北部 に 於 ける 新 第 三 系 の 標 式 地 と し て 選ぶ と と が 出来 
Bs 

本 報 に 於 て は 上 記 秋 田 角館 街道 を 標 式 地 し て 堆 石 盆地 西 維 部 即ち 岩手 
県 岩手 郡 西 山 , 御所 , 御 明 神 各 和 村 並 びに 一 部 は 秋田 県 内 に 路 る 地域 の 特に 
新 第 三 系 の 地質 及び 地質 構造 に 就 い て 記載 する と と いす る 。 

と の 調査 は 昭和 23 年 度 以 降 岩 手 県 の 委嘱 に 依り 行 つ た 岩手 県 下地 質 及 
び 地 下 資 源 調 査 に 際 し て 行 つ た も の で あり , WRICRVKKBRROPS 
下 に 筆者 等 及び 他 の 協同 研究 者 の 行 つ た 東北 地方 第 三 系 地質 研究 の 一 部 を 
EZUC 40 BARICKDINTCABANMTITE D, 親しく 現地 に 出張 さ 
I CARES is 2 BEE Oreo RICHER ICH LREK 4 RBORL RS 
So 現地 調 査 に 際 し て は 岩手 県 当局 を は じ め 西 山 , 御所 , 御 明 神 各 村 当局 
及び 村民 各位 就 中 御 明神 村 都 築 責 五郎 氏 の 御 援 助 を 賜 つ た を 。 又 探 取 し た 介 
(CAINE, HILAR, 奥津 両 博士 の 御 鑑 定 を 類 わ し た , 併 を 
て 深謝 の 意 を 表す る 。 


ml 


th 質 概説 


本 地域 の 地質 り は 花 農 周 類 を 基底 と し て 新 第 三 系 の 地層 並び に 新 期 火山 
岩 類 が 広範 な 分 布 を な し , 特に 新 第 三 系 下部 層 は 奥羽 山地 の 骨格 を 構成 し 
0 
本 地域 の 新 第 三 系 は , すべ て 中 新 統 に 属し , 裏 日 本 油田 第 三 系 の 地層 区 分 
に 対比 すれ ば , Aras 宮島 層 よ り 北 浦 層 に 相当 する 地層 を 網羅 し , と れ ら は 
特に 秋田 角 人 筐 街道 に 於 て 連続 的 に 観察 する と と が 出来 る 。 
新 第 三 系 は 下部 より , BRABRHE, BRE, 小 志 戸 前 層 , WEA, 


1) 三浦 宗次郎 三 十 万 分 一 地質 図 秋 田 図 幅 及 同 説明 書  、 明 , 25. 
佐藤 URES 七 万 五 千 分 一 地質 図 角 館 図 幅 昭 , 14. 
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ROBE, WAR, MUR, に 区 分 せら れ , 生保 内 層 及 び 国 見 層 は 台 島 


1 


ic, 坂本 層 は 女川 層 に , 小 志 戸 前 層 , 山 津 田 層 及 び 男 助 層 は 船 川 層 に , 
湯本 層 及 び 橋 場 層 は 北浦 層 に 夫々 相当 する る の と 考え を られ る 。 _ 


CLO OMe HT St. ARPS RICO. ELL: & LCL 


より 成る 厚い 堆積 物 よ り 成 り , ERICEIRA E 2C~, AERA RACE 
層 に 相当 し て 奥羽 山地 の 骨格 を 構成 し , 談 い で 坂本 層 以 下 小 志 戸 前 層 に に 至 


OUR L DEREICH SOAR, 更に 砂岩 を 主 と す る 工 海 方 


SEO WEBS 堆積 し , 此 の 間 地 域 的 に 火 成 活動 の 所 産 た る 火山 砕 
居 物 より 成る 男 助 層 を 同時 異 相 と し て 生じ , 続い て 淫 放 質 砂岩 頁岩 互層 よ 
り 成 る 湯本 層 を , 淡い で 石英 安山岩 活動 と よる 噴出 物 を 主体 と する 橋場 庁 


を 堆積 し , FORAIC ARIE & KER T SHORICA CB ROKR EBICHE 
層 の 発達 が 見 られ る 。 以 上 各層 の 堆積 状態 を 見 る に ) BER TRONDH. 


不 整 合 を 除い て , 新 第 三 系 全体 を 通じ て 地層 の 不 連続 は 存在 し な v。 
新 期 火山 岩 類 は 石英 安山岩 と 安山岩 類 と を 区 別 す る と と が 出来 , 前 者 は 
新 期 火 成 活 動 の 先 騙 的 活動 の 所 産 と 考 を られ る 。 ; 

以上 の 地層 を 模式 的 に 柱状 図 を 以 て 表示 する と 図 の 通り CHS. 


地 質 各 wR 
A a oe 5 
ARHOISIC HS SBA TE ih EC, BRERA RANI eC FA = TKO 
分 布 を 示す 外 , RRS OITA DFRMLIC ROG He HLS 0 
B= Kk PH BM 
1. ZARA BE 
標 式 地 : 秋田 県 生保 内 川 支流 
岩手 県 御所 村 下 切 留 , AREA ERDAS 
fe FA: + 600% 


Gy 布 : 秋田 県 生保 内 川 支 流 に 生々 広い 分 布 を 示し , Fag TEC ACE 
細 に 観察 され る 外 , 岩手 県 御 明 神村 志 戸 前 川 支流 大 地 沢 及び 小 水 沢 に た に 次長 


NE A SC Oe 
に 延び , 和賀 , 竹 紹 郡 地方 に 連 臣 する 。 

a 相 : ABCECUCHAEOREAMEK A, BERRA, Sane 
mRekbokh, 変 朽 安 山 岩 , 安山岩 及び 共 等 の 集 塊 岩 を 含み 復 雑 な 複合 体 
を な で 居り 生保 内 川 志 流 の 流 城 に 於 て は —HICKAA RE AAO) 
ERATZCERDSo 


RA PRK a, AERA, ROR IL —iRICELRC, My 


色 NERELEL, BMRA LOR AMAANREAARA 0 
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OF SHIZUKUISHI BASIN 
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i , : x i Va sa oe , 
Bay BAB OABR+S SH 
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DG BUC MWOCED HA CH OD, Bice bE ATSC 


LADS. E*PEROMAEBRO SR, ABA CHEMIST 「 


リン の 集合 休 と な り , BES STA TRIEFICAMEL TV So 
ARTIS, 田 茂木 野 附近 の 本 層 は , BORA, 安山岩 及び 基 等 の 


集 塊 岩 , BORK ERKLL, ISIC PRAM, Boe Da 


RUBRAE RAL, 淡 緑 色 砂 岩 中 に 海 棲 介 化 大 を 包 蔵 する 。 
化 石 : 御所 村田 式 木野 南西 方 下 黒 沢 附近 の 本 麻 中 より 区 の 化石 を 産 す 


Do 
Ostrea sp. 


Mytilus cf. grayanus Dunker | 
Chlamys sp. 

Lucinoma (L. cf. acutilinatum Conrad.) 
Venus sp. 

Clementia sp. (C.cf. brevitesta Nomura. } 


2 国 見 je 

標 式 地 : PKA ESA UAE RO Be LIRIAS 
i B: + 600 * 

分 布 : 秋田 第 道 以 南 の 本 地域 の 大 部 分 を 占め 広範 な 分 布 を な す 。 

岩 相 : RGEC L CRORE AMRKS, 粗 粒 北 次 岩 及 び 黒 色 乃 
玉 駒 色 散 次 質 買 岩 よ り 成 り , 上 部 な 共 等 の 互層 と な る 。 

本 層 中 に は 石英 粗 面 岩 , 安山岩 及び 玄武 岩 の 痢 入 が 見 られ , 就 中 石英 粗 
面 岩 で 岩 床 を な す も ゃ もの は , Bx 堆積 岩 類 と 互層 し て 調和 的 窒 曲 構造 を な 
L, €OREIADSAB HER SRE CHSC LERL CWS. 

REFS ERRA AIS RE, ARIS A BL PLLA a 
L, WEE, 緑 泥 石 を 含む 。 緑 混 石 は 不 規則 な patch を な し , 略 一 定 方 
向 に 件 長 し て 排列 する と と が ある 。 

黒色 乃至 駒 色 北 交 質 買 岩 は 板 状 を 時 し, x ELI, 秋田 街道 仙 岩 
幅 及 び 国 見 幅 附 近 に 発達 羊 し く , 硬質 砂岩 を 交 へ , Rica znc bees 
OS 

右 英 粗 面 岩 は 所 調 笛 長石 英 粗 面 岩 と 稀 せ られ る も ゃ の に 属し , 褐色 , AEE 
色 , FICIAL AL, 部 分 的 に 流 理 構造 を 示し 又 柱 状 委 理 の 発達 が 見 ら 
れる 。 HRC ER is BE BL, 肉眼 に て 明か に 班 唱 を 認め 得る る の 
cE ~ ASCE is OBE OBR LOLHS. PEE RTM 
PRARKUAKC, AASME CREE BACWS, MRUERIEEK 
(WE IC L DRE SG SRAOKE LE Beh S, 


Paes A NS a vs | is NN aoe ul © % 


eo a CN i he Pa eet eh Rah ley 
Ae Se GAs A att ae hei nae ak 
1 \ ri te fis 
_ s 1 ‘ » 3 


et rae 


3 Kt a: hone eT り 魚 骨 , Au, 海綿 , Si 
MBOUAEET So | 


% 


> ae, Ser: en - ea 
標 式 地 :、 BK) I 
fe es + 270% 


oy 布 : UR SOR ae Lb REIN, vbRR RRR, IA BUI, 赤沢 等 
で 連続 し て 壊 出 し , 帯状 に 分 布 す る 。 

18: 本 層 は 音質 的 に 油田 第 三 尺 の 女川 梗 質 買 岩 層 と 全く 一 致す る も 
OC, HEL CRKOMEARHABLURD, 淡 鞭 色 の 浮 石 質 北 次 岩 の 薄 
選 を 兵 有 する 。 本 層 中 より 屋 々 瓦 其 及 び 冷 泉 の 湧出 が 見 られ 上 内 つ 硬 買 真 岩 
AAT AS SEL ICHAEL Te 

She A: AEH LD AFL th{Ea(Cyclamina pauciloculata) 及び 海 純化 
石 (Sagarites sp.) を 産 す る 外 , BAI LMICA CHRO BLA 
eS : : 
ee 小 志 戸 前 暦 

標 式 地 : KA 

ie BH: £230 米 

分 布 : ARPS HE) | LY OS ORITERO Avi APA kb RRA 
X BCE AMR ICAL CHL ARICIAT S 

岩 相 : KR TMOMABE DMBL, HEL CME DREKEOW 
質 貢 岩 よ り 成 り , HRWOWLKROMALORKEE PAS 5, HE RSC 
平行 応 配 列 する 泥 放 岩 の nodule EHH, RSMMC HATS HORE 
ORERE Lr. AAR BIC CRE (DH BRR Che D, BBD 
BO ARM ba A wiK a CHET Zo 

化 4G: BBP ED BFL (Cyclammina pauciloculata’, 海綿 化 存 
(Sagarites sp.) の 外 , ic Thyas:ra nipponica Yabe & Nomura 等 の 
HERESTMEA Ke BES 2. 

5. jl # A 庁 

標 式 地 : 秋田 街道 

iB: + 5202 

Sy 布 : SAMAR, CAM kD 橋場 西方 , 趣 戸 前 川 PwC 
D, 更に 暗 律 田 附 近 よ り 西 山村 葬 訳 , 湯 ノ 沢 等 に 分 布 す る 。 

tH: 本 層 は 全般 的 に 北 次 質 砂岩 , BRAAA, WAROME L dim 
D, 本 愉 下 部 及び 上 部 夫々 海 棲 介 化 大 話 を, LPHCHRE: RAL, 
征 つ 叉 南部 に 移行 する 区 従 つて 堆積 起 を 変じ , BBD AK Mie BK 


“36 BEORAR SRB っ 


MICHICE 

AJE-F AGIA ACE RAR EMO MEIC EE ELL, i eE 
EPOUBLRAL, RPMGHLOMHTORBLETCHO DERM ICH 
Et >. BKAWALAREA nodule, sand pipes 等 を 含み , 赤湯 附近 
C-CIAYEEIMD BH & RDI SILA SROWEIMCAY BIBT Bo 

本 層 中 部 は 板 状 の 層 理 を 有する 細 粒 散 次 岩 に 始ま り , WEERECEO lapilli 
tuff DYE x RAT SIUROMREK A, KOMI ORBEL CBRAW 
BARBED KD, BRE RATS, “ 
HEREC REE CH SA, AEE PIC RR FiCH 2 SAREEICIE 
TZceEMHS. 

AS LABS EL CHAPAL/E HELO WE, aCe Hak b RD; “HEEL 
SRC ARE ERA, SHORE DRA At EICBESBEL, 
概ね LALO A MRL BO RRA AA OAC SERS ASKLO ARE 
EICE ATT 4B ICHEO CRRA RARBEL, KOMICCROWEIMEAE 
ERAT S. 

LO ALAR AC UB AIC RIEL, 基 の 間 に 堆 積 の 不 連 続 を 証明 する 
証左 は 何等 存在 し な いし 。 

化 A: 本 麻 下 部 の 砂岩 中 より , 赤湯 附近 に 大 て 水 の 化 大 を 産 す る 。 


Cardiuin shiobaraense Yokoyama ~ 


Dosinia’ odosenis ‘Nomura 
, Mactra kurikoma Nomura >. : 
. Siratoria shiratoriensis Otuka 
Venus securis Schumard - 


ASTRO YEEST 化石 層 は 二 枚 に 分 れ , 概ね 了 弱 な 介 化 石 の 密集 せる も 
の で ある た め , 採取 保存 が 困難 で 憶 か に Arca sp. <UL ICS 
DOK o 

6. 和男 助 ie 

標 式 地 : 御所 村 和 男 助 山 周辺 as 

je fe: + 450 米 

ep i eal ee ee 
SE UC BAT] [LHW IC HY 5 CHES SZ BIC LAR ARO FER 6 LURE 
BNO Lia oOMEN £ intertnger DRIED, KARE OS 
ZHO MIC EL OIVA 4 

fa ARS “LC EB Me > EO NR See OR 
FARRAR k ORD, a Beic RGB AE POST SPE x BER, 
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RALRS ORAM EB: HOMILMICOT 2. 

ZAREK URED Se HEBIC OTERO NBO EBA GH, 
小 志 所 前 層 及 び 山 津田 層 は 本 地域 南部 に 於 て 潤 淡 堆積 相 を 変じ て 本 層 の 石 
英 粗 面 岩 質 率 次 岩 に 移 化し , ABUSE RRO TRE » 山 津 田 層 の En 

まで の 地層 と interfinger の 関係 に ある る の と 解 さ れる 8&: 

化 4: 本 礎 中 より は 化石 を 産出 し な い 。 


TRS a ae 
kb: AEBS PF RWSL HM NIE OPAL UII YE 

層 |: 80 乃至 100 % 

分 布 : AHO RROR AEH ADE OCA A LICL 
BIC MLITIC HD TERRI LD AYORRIMSEICIERT 3. RN 
ESE MUSICS CHEE IC LOCH NS eae 

@ 相 : 本 層 は 主として 黄 褐 色 乃 至 放 色 の 北 次 質 買 岩 , BREW 
KBED BBE D RD, 特に RAMDAC HAC ik x 石英 安山岩 集 塊 
岩 , ROPRRREE BEL, 本 層 堆 積 当時 に 石英 安山岩 の 活動 の 行わ れ 
た と と を 示し て いる 。 本 層 中 より 植物 化石 を 産 す る 。 

化 石 : 本 層 中 より 次 の 植物 化石 を 産 す る 。 


Betula? sp. 


Castanea?. sp. 
Clethra cf. maximowiezi Nathorst. 
"Fagus cf. ferruginea Ait. 
BeOS LD KOMMLAL ETS. 
Alnus firma Sieb., et Zucc, 
Alnus sp. 
Fagus crenata B1, 
Acer Miyabei Maxim. 
Kalopanax sciadophylloides Harms. 
8 68 oe 
標 式 地 : RABE 
Boe 7+ 110, . : 
Sy A: feet HO) HE より , TERR, BCI, LEAR, pubs 
{UR, FESR, BAK AIC ADM COATT So DRA PAMIIIC 
PCIE ARO Wn AIEEE WICKET 5 
岩 相 : RIB IEMA BA PEMD AIELLO & ER 
ET Do. 


38 9G OE Us WER SE & 36 


Fe 2 LARUE TC DARE DAN & OTT BER I MC 
ICIS CIA OM RIGA CH SP, VULLATERAIT HSCS ILS 


int, 湯本 層 の 欠 除 場所 で は , AEMCHHORER HONS. Maes 


BA 2 米 に 達し , その 上 邊 部 は 泡 湊 作用 を 蒙 つ た 事 が 観 取 され 不 均一 
ffi (uneven surfaice) & CPR CL TO る る 

Kt 大: 本 層 中 より は 化石 を 産出 し な い 。 

第 四 未 

本 地域 に 於 て は 新 第 有 系 鮮新 競 以 後 の 暴 積 物 は 欺 項 に 和輝 べ る 新 其 火山岩 
類 以 外 は 殆ど 無く 各 河 川 に 沿う た 河 成 段丘 堆積 物 及 び 沖 積 居 が 僅か に 分 布 : 
すろ の み で あ Do Ba 

BLK aA 

ese cl - 2 , 

本 地域 に 於 て は 御所 , 御 明神 科 界 の 町 名 森 附 近 よ り 沙 宿 温泉 両方 に 分 存 
L, 多量 の 石英 豆 班 品 を 含む と と を 特徴 と し , SHCA eee, 一 
SRK a ED RGN AS BETS 8 OPS DS 

AH 2 BRD ia RIC © PALL RBI EGC IC BAB, 
ATH RRO ALANS t OBO Fic FO A (N-A.) が 本 に 報告 - 
Lx) 

2. 安山岩 類 

a i ALLA AIC TRY. 
な 分 布 と な し , RW ROR AS ZIV EO Cw Se PALA BBE EBT E. 
MTOR ALO Kaa CL Clk AD — 人 (N.H.) が 旗 に 報告 - 
isfe* 


th K @ 造 


既に 発表 し た 通り APL PRR RAW O He SALOME LT, 略 南 北 . 
に 連 る 堆積 の core ASFFAET So AEPIINMRIC ARF Sab EE 
域 新 第 三 系 の 堆積 core の 一 つ で あり ; 更に 本 地域 東部 は 和賀 仙人 附近 に 
見 られ る 堆積 core の 延長 上 に 相当 し , CHOREAITS 2 つの 堆積 core: 
に 影響 され て , AHO R= APM (ARAB ROE RUB) ime ey 


1) SJt HLA Pee ee ie pee SUR, 第 35 & 
ei 5 WB. 26. 91. 

2) FYI GRA SQA LTC PAID S RIE BHI ao, soem, 第 53 a. 
第 3 号 HY. 26. 8. 

3) AVIRA, THU HR BS Rebbe CHC Ho 4. : 
FA i OWE (GE) HWVECHE, 3 554 第 648 へ 9 2. He. 24. 9N10, 


Ay ee Bee 
See ee 


te 4 _ a @ x 39 


/ 


JUCIEECT 2ECKO WSL RUTH ARiC 1>-CHLUMME oR DRL CO. 


; ML CRABIMOM A= LS MLOREICERA O CiE 
東部 分 布 し , et FN NR Tt, 向 鋼 の 中 心 に 向 つ て 


WAHMOMEL 堆積 すし め , 中 央 部 に 最上 部 の 橋場 選 が 分 布 す る 。 以 上 
See ee eee ee 
切断 せら れる が ,. 此 の 問題 に 関し て は 等 者 の 一 人 (N.H.) psec HEL 
Je) 本 地域 に 於 て は と の 南北 性 断層 及び 之 れ より 派生 し た 副 断 層 以 外 に 構 
人 造 を 支配 する 様 な 顕 著 な 断層 は 認め られ な い v。 


.. & PR 

1. ARABROUE RE + OSLER 

生保 内 層 及 び 国 見 層 中 に 合 ま れる 鉱床 と し て , BMA fa) Lag ous 
MW, 志 戸 前 川上 流 等 に 小 規 模 な 含 銅鉱 石英 豚 の 存在 が 知ら れ , CRS 
れ た と と も ゃ ある が 縮 行 の 対象 と な し 得 な ト いる ゃ の が 多い 。 

配 に 筆者 の 一 人 (N.H.) が 報告 し た 通り 2, 奥羽 山地 の A= PAB 
中 の 金属 久 床 は 所 主人 台 島 層 よ り 女 川 層 に か け て 六 発 し た 石英 粗 面 岩 ( 紛 長 
流 紋 岩 ) に 成因 的 に 関係 が あり , AA RRR) HAD 
活 江 に 行わ れ た 地域 に 痢 発し て , 女川 廊 相 当 の 地層 の 堆積 四 境 に 変動 を 生 
ぜ し め て いる 。 ; 

前 項 迄 に 玉 べた と とろ に よ ょ つて, 本 地域 に 於 て は , 新 第 三 系 堆積 当時 に 
応 て 堆積 居 境 に 変化 を 及ぼ す 様 な 火 成 活動 が 行わ れ て いな いと と は 明か で 
ある 。 本 地域 に 於 て 生保 内 選 及 び 国 見 悦 中 に 著しい 金 局 人 鉱床 の 発見 せら れ 
な いい 理由 る 此 の 点 に 係 つ て いる も の と 老 を られ る 。 

2. 硬質 貢 岩 層 に 伴う 予想 石油 鉱床 、 

Beton. , 坂本 層 は 岩 質 的 に 油田 第 三 系 の 女川 硬質 頁岩 麻 と 全く 一 致 
する も ので, 石油 臭 を 持つ た 板 状 の 台 色 硬質 頁岩 より 成り , 本 層 露 出 地域 


記 は 瓦 其 或 は 冷泉 の 湧出 多く , HOARE COMER BATHS 


徒 て 本 地域 或 は その 周辺 に 於 て 下 庶 に 本 層 の 央 存 が 予想 され る 地域 で , 
構造 が 石光 の 集中 区 適 当 な 場所 た に は 石油 鉱床 を 期待 する 事 が 出来 る が , 本 
地域 北部 は 広範 囲 E 新 期 火 山 岩 類 に 着 わ れ 又 東部 は 奥羽 山地 東 締 に 沿う 南 
ALPERT ICR CMA LL, 現在 地表 に 於 て 観察 せら れる 和男 助 層 及び 湯本 層 の 
構造 を 以 て し て は 地下 深 所 応 良 好 な 構造 を 予想 する 手 掛 り は 得 ら ちら れ な い 。 


1) 早川 典 久 前 出 . 
2) 早川 RA AF RAV LUOBS[ATAETORK 基 の 1. 金属 鉱床 の 型式 


cee HB, 34H 第 4 号 昭 .25.9. 


40 Sea “2G Em KR ESB 


3. 山 津田 層 中 の 堆積 鉱床 3 y 


VEE Eh ICR ORRO MN BE PCAS So HPRRNAM RaMEL C, EE 
SHRM CRICHEZ TAD 30 尊 以 上 の BEE Ro 部 分 は SHE 


BE FLOM AC DBUIC HR 3 IVC So 

an SUK ERIC A 5 GPR 

ST cL BUC VLRO PEL IC EK Ze LL EPA (LE DO ALS PR 
を 期待 する 事 が 出来 , 本 地域 を 含む 責 山 御 崩 神 地区 の 硫黄 及び 硫化 鉄 鉄 床 
に 就 い て は 筆者 の 一 大 (N.H.) が 棄 に 報告 し た ? タ 


= 約 

以 正 を 要約 と する 。 

. AHO ee HY It OR OBE TL, FE ieee 
ee 系 中 新 統 の 地層 が 分 布 す る 。 

2. 新 第 三 系 中 新 統 は 下位 より , AFAR, BRB, SCAM, D7 PRI 
層 , 山 津田 層 , BIE, GAB, 橋場 層 CR 5 1, 橋場 層 下 底部 の 一 
部 を 除い て 各層 聞 に 地層 の 不 連続 は 存在 せま , と これ ら 各 層 は 連続 し て 秋田 
角 供 衛 道 に 於 て 観察 する と と が 出来 る 。 

3. 各層 の 岩 相 等 は 模式 柱状 図 に よ つ て 示し た 。 

4. 構造 は 新 第 三 系 下部 層 に あつ て は , 略 南 北 に 連 る 平行 し た 背 姦 及び 
向 終 軸 に よ ょ つ で , HES BEKL, 上 部 層 に あつ て は , 下部 庁 の 構造 に 
SNL S LO SPARE RARE ToL, 両者 共 奥 羽山 地 東 終 に 於 て 南北 性 
iB iC LOCUM SNS. 

5. 鉱床 と し て 特に 著しい も の は 存在 し な い が , 秋田 岩手 県 境 の 山岳 地 
帯 に は 硫黄 及び 硫化 鉄鉱 床 の 財 存 が 予想 せら れる 。 


1) 早川 典 久 岩手 県 金 醒 山 巡 磐 調査 報告 (M.S.) Hg. 21. 6. 
2) 早川 典 久 岩手 県 西山 件 明 李 地 区 硫黄 及 硫化 鉄 伯 床 地帯 地質 調査 寺 和 
WHA 83 2B 昭 .27.2. 
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7395 SMILE SSS ERFT CS 
PREF ORADR 


J. G., Hamilton, Putnam, T. M., 
Ehrmann, M. L. 

高 テ ネル ギー 桜 粒子 中 性 子 , 三重 子 及 び 
@ 粒子 等 を 投射 する こと 
た 金剛 石 が どの 様 な 色 を 呈す る か を 述べ 
て いる 。 BEIC, SRNL Xi, 陰極 線 , 
線 等 を 投射 する 事 に 依り ,: 種々 の 結 品 が 
発光 し, 色 を 呈す る こと は 研究 され で い 
る 。 こ の 色 に は 恒久 的 の も の も あれ ば , 
X-BAND & D4 HSo Cork 
は AT ASIC 加速 さく れ た , BRE HO 
fe» 桜 粒 子 を 結晶 に 投射 し た ROBO 
化 を 10 ERIICTAZEL CWSo 氏 は ミチ 
BHYRBZOtVA7 upey CECE, 10 
ABR (10° Ar +) の . 二 重子 で , 
アル カリ ハロ ゲン 結晶, BE 4 BR 
HAROSHIAR BAHL io BMA Clk 
TEAS が RAK 変わ り , これ を 900°C 
に 加熱 し た と と ろ 再 び 初 め の . 線 人 色 に 戻 つ 
Ko 終 色 金剛 石 は 天然 に 産 する が, 極 く 
FiGh Ao BRB VIANEATKE 
で , クロ ョ マカー 研究 也 の 60 時 サイ クロ 
トン に 依 つ て , 詳細 に TNE TO 
た 。 即ち 試料 に は 0.5 ラッ ツ ッ ト 30 カラ 
ッ ト に 至る 種々 の 大 さ の 金剛 石 が 用 いら 
れ , 紫 倖 は 大 部 分 が プリ リア ント BME 
エメ ラル ド 型 に カタ ト さ れ 」 Hh FAS 
D> DIB BE OM 2 2: 用 いら れ た 。 Meat 
尊 子 と し て は 40 メガ ボル ト の を HF 
20 ぇ ガ ポ ボル ト の 二 軍 子 及 び 高 速 中 性 子 が 
使用 され た es, この 結果 の 中 , 10 カテ ラット 
の プリ リアン ト 氏 金剛石 と 8 カラ ッ ト の 
エメ ヌ ラ ルド 和 型 剛 金石 が 粒子 の 投射 に 
依 9 線 色 た に 変わ つた 結果 を , 写真 で 示し 


CHRO, 発光 し : 


て いる e。 DEED 変化 は , ee 
格子 構造 に 於 ける 療 素 原子 の Ree. Wm 
に 基 ず くる の と 考え られ て いた が , こ nh 
は 適当 で な い 。 ぁ 上述 の 様 に , 比較 的 低い 温 . 
度 の 加熱 に 依 つ て , SHIGA TSC 
ET COBBLER Bb, この 特徴 
b> DRREIL ELT OMBNTIG EEF K LOD, - 
若く は , 直接 イオ ン を 爆 射 し た こと 叉 ば 
高速 中 性 子 に HRD LR CEC Te . 

輔 位 し た 電子 の 数 が 。 同様 に MLE 
素 原 子 の 数 の 数 千 倍 程度 に 多い こ と に 基 
ずく る の と 考 を られ る 。 (Am. Min. 

37, 941~949, 1952) ChE 


7396, RAOMELBMLOBt Allen, 
Rap: 

39 BOM BICHL CH, HAS, BIL 
FAS IER (ES, X 線 効 果 , 発光 性 
等 が 研究 され た 。 分 光 分 析 に た に 依り, Re 
成分 と し て , Be. Na, Mg, Al, Si, Mn, 
Fe, Cu, Sr, Y, Zr, Ag, Ba, La, Eu, 
Yb, Pb 等 が 松 出 され , COM Sr は 常 
に 0.05~0.5% 存在 し , Mg, Al, Mn, 
Y を $ 殆 ん ど YORE 認め . ら れる 。 
屈折 卒 の 変化 の 範 園 は 0.00111 で ある 。 
ERROR RMS ABAIL LO Hee 
BBR LTE RICKS, 特に RVR 
BBL» 短 疲 長 の 光 を 吸収 する BIL 
SBi8 (Cin Se ato CORR Tr SRE 
EIST SIBAK Ca Vth" C RB AAIC HB 
HSiric FRR AC BHSh, 遡 に 
異常 高 屈 折 は 構造 衛 内 に ある 過剰 の Ca 
原子 に た 基く も の で ある 。 HEAR AOH 
位 格子 恒 数 は 28°C で ap=5.46295 A 
+0.00010A で , と の 恒 数 の 間 に 装 る し 
い 変 化 は 認め られ な い 。 X 線 に 依っ つて 通 
路 現 われ る 色 は 青色 で ある s。 高温 で 品 出 
LRBAIL, その 構造 の 中 に 三 価 の 稀 士 
類 イ オン を と り 5 り 込 む 。 炊 に 冷却 に 任 つ で 。 


#2 4 KR EA 


と の RAR イオ ン が 三 価 の 状態 成る 


と , AMO Ca イオ ン を 選 元 させ , CO 


Ca イオ ン は 小さ な 粒子 状 に 集合 し この 
TERETE BT OR IC 7S (Am. 
Min. 37, 910~930, 1952) 
7397 ウラ ン 鐘 換 の 研究 (X), urano- 
pilite. Froudel, C, 

ッ ツラ ン 硫酸 塩 鉱 物 に は , 


lite, Basisches Schwefelsaures, Basi- 


@-uranopi- 


ches Uransulphat, 8-uranopilite, cal- 
ciouranoconite, cuprozippeite, daub- 
erite, Johannite, medjidite, uraconise, 
Uranbliithe 


uranocker, 


uraconite, Uvangriin 
uranochalcite, 
pilite, uranvitriol, 
peite の 19 種 が 記載 され て いた が 
TERETCREIL A KV VY 7 CBD 3 種 の 
み で ある 。 Uranopilite (LEAELAICE 
L» WERE Y 人 c=17“~23*, ihe 
性, > ッ vy, &¢=1.621~1:623, 8=1.623 
~1.625, y=1.632~1.634, X=4E65, 
Y=864, Z=HATC, G=3.96 で ある 。 
化学 分 析 の 結果 は U0379.44%, Fez03 
0.05, SO; 3.30, HzO 15.68 で , (UOs), 
(S04) (OH) i2 © 15H2,O に 相当 
する 。 KAMINS KaKNE, COM It 
NY FY Sh Se RO CHRINCEL, A 
WRU zippeite を 任 3。 fAIESELIOV 
SYREC, 長短 波長 の 紫外 線 で , SEL 
VHD BCX 放つ っ 。 zippeite 4) 
た 佑 を し て いる カ が, CHILE ADS © 
WX, 又 光 学 的 並び に X MYA, 
BARA eb So BREE CE 
utanopilite, d=9.18 A (8), 7.12 (10), 
4.28 (8), 3.65 (5) に 対し , zippeite, 
d= 7.06A (10), 8.51 (9), 3.12 (8), 
2.22-(5), 1.75 (5), 1.70 (5) “Rx 
(Am. Min. 37, 950~959, 1952)( AR) 
7398  CaAl,SisO0s-Hj0 BicHts 
REAMORZ Mth Goldsmith, 


uUvano- 


voglianite, zzp- 


KAY 


J. R., Ehlers, E. G. 

AWA 18cc の Morey 型 ボ ング 中 に 適 
BOP AN, BeILFic Ae tO, 
MEF (CHIBALT HO の 蒸気 圧 
に より 1000 S— 2 ¥CAMEDA) Gn 
熱 後 筆 冷 し て 生成 物 を ※ 線 物 末 写真 に よ 
つて 検査 し た 。 試料 た は 次 長石 の 磁 子 や 
Al,Qk 4-SiO;4-Ca (OH), 等 を 用 いた 。 
KRA(=W)LIKD GED FE 350°C ま 
で は 安定 で あぁ る 。 KEBDSBESAA 
FESRO G&Al。 Si20。 は 375°C 以下 
で 生成 され . 300°—375° 間 で は 次 長石 
と 共生 し , 和 恐らく 300°C 以下 で 安定 な 
も の で あろ 40 BARD CaAle Siz Og 
は 350°C CHKRAICET So zoisite © 
lawsonite Ca Alp Sig07 (OH). H2O は 
生じ な い 。 (Jour. Geol. 60, 386~397, 
1952) CRAIN 
7399 RB ORACHTS GSO 
4b Yoder, H.S. 

15,000 ベー ル の 圧力 た 耐え る REO 
Amr, ARARADETAICH TS 和 
ALR OD(Le WEL ko 圧力 は アル デン 
Aire ERA L CiB So BEANS 
ARAL 1. ST REMC LORS 
EUTHIE CRE Lio EO RRR 5,000 
A—W ECOERTICHT SZ IABLARO Ab 
(ROKREEZ られ る oo 

“tm=13891.5+0.01297P 

fA tm は 融点 (€°), P は バー ル 。 LR 
KARLO ERO BEZEL (X 0.083cc/g で こと 
れ は 10,8% の 容積 増加 に 相当 する 。 x% 
BOF —R- Se IKRAO RE RH & 
結び つけ て 論議 し て いる 。 (Jour. Geol. 
60, 364~374, 1952) LESIID 
7400 Malki River i@8mgeestpt 

BPO PALABRA Serdyuchenks, 
D. P., Moleva, V.A. 

FCS: (C 蛇 紋 岩 化 ' し で: いる dunite と 
harzburgite Fyc @ 1 ユ ~3cm の ケロ 


| AMEDD RS 


2 : 


cae $3 ・ 


si 
=e 


FR, TEREO Cr-picotite の rodule | 


RSet CD Crpicotite の 化学 成分 は 
R203/RO が 1.27 で, ORF 
の 化学 式 は Mge.s (ALCt)16-9 O32 に 相 
当る 。 作品 右 の 理論 式 は R.O3/RO= 


1 で ある べき で SSM この よう に Re 


Os の 量 が 多い の は BBOFRIC Hoc 
失点 石 中 の RO が 減少 し R20s BML 
た た め あめ と 老 え られ る se ERO Cr-picotite 
の 細い 結 品 が nontronite, Cr-beidellite 
等 と 絆 つて で a® Bib 同化 帯 中 た 産 す 
Bo C DEED Cr-picgtite % R,O3/RO 
1.25 63,Z0 (Doklady Akad, 
Nauk. S.S.S-R., 78 1203~1206, 1951, 
Chem. Abst. 46, 10053, 1952)( 長 谷川 ) 


ZEBRA 


7401 iestone eS is {xFAlt 
ZER HWE Tilley C. E. 

英国 Scawt Hill, County Antrim 
に 於 ける 種々 の doierite 及び Carias 
Mor, Muck FGA 各種 の gabbro 
た 就 い て 最近 まで に 集積 され た 種々 の 
data か ら limestor syntexis た に 於 け 
る 飛 武 岩 質 岩 多 の 傾向 た 就 い て 考察 を 行 


つろ つて いる 。 melilitic theralite, melilitic 


nepheline dolerite, neph@ine dolerite 
GO—HOMEL Rit MgO- に 対す る 
OIE CBM LRBROBNe A TS 
の で , 上 記 二 産地 に 於 ける 多数 の 岩石 の 
紅 通 し た 両 産地 の 特 
性 で ある 。 同化 作用 の 初期 に 於 いて は , 
3NaAINiz034+-2Mg2Si0,+4CaO—> 
4CaMgS,i0g+3NaAlSiO, 

ORI Loc Clinopyroxene 4% 


され olivine PIBRFAAELE® sta-- 


ge に 於 いて は 再び olivine 現われ る 。 
LREBERBL limestone と の 同化 に 
於 いて は limestone 中 た 人 各 ま れる 他 の 


BIC LOCRKOIIS MBX KE So 


Pyroxenttes (diopsidic) CaO 
Pyroxene-rich -> Olivine dolerite 
dolerites 1 (gabbro) 
Titanaugite-dolerites 


CaO 
Thealite 
(titanau gite-plagioclase-nepheline 
| | dolerites) J 
a ! 
} CaO 
Titanaugite- nepheline 
melililite : 
plagioclase- dolerites 
nepheline- | CaO : 
wollastonite rocks i 53 
EaQ Melilte 
Titanaugite- rocks 
melilite- 
nephetine-wollastonite 
rocks 


(Am. Jour. Sci., Bowen volume I, 


529~545, 1952.) [植田 
7402 Mg0O-Al1,0;-SiO,-H,O 系 と _ 
t OMAR Hatten S.Yoder, J.R. 


Mg0 — SiO, - H,O 系 た に 就 いで て は 
Bewen, Tuttle © REA; ある が , ae 
それ に Al,Os Off Ofe7k MgO-Al,O; 
~SiOz-H20 系 の 研究 が 述べ られ て いる 。 
と や は 温度 430°C. 7528 990°C, 30,000 
PS KONMRALOP ES ANC Bo: 
一 次 系 P-T thiiRoOREX 示 じ で て い 
So (ALB 15,000 psi CAC Aa 
を 示す 
if seapentine-+ brucite 2 = forsterite + 


(430°) el+ Vapore 
2. brucite+Clinochlorez forsterite + 
(485°) spinel-++- Vapore 
3. Serpentine? forsterite 4 talo 
(500°) +vapore 
4. pyfepse.2mullite+ cristobalite 
(75°) +vaopre 
5. Clnochlore+tale7 forsterite 
: (655°) -+cordierite+vaopre 
6. forsterite+talcyenstatite 
(660°) +vapore 
7. brucitepericlase+vapore 
(665°) 


8. clsnochlorezforsterite+ cordierite 


(680°) +spinel+ vapore 


‘ 


Be  SBBWERES B 


9. talcyenstatite+quartz+vapore 
(795°) 
と の 3 も ち 新 た に 求め られ た も の は 2, 
5,8 で 其 の 他 は MgO-SiO;-H,O ACE 
に 求め られ て いる 。Clinochlore 茂 分 を 
持つ 低 湯 型 が 新しく 得 ら れ た が , £O#B 
FElILHED> G7elo こ れ は serpentine の 
HL 等 し い MELO COS 様 で あ 
So Pyrope は 人 工 的 に 合成 され ず ; K 
§RD pyrope SRB cds KRARO 
BHOGED F CORI AMES tis 
か つた 。 amestie magnesian chamo- 
site る 合成 され な か つた 。 CORICEL 
た 相 に は 多く の 準 安 定 な 生長 が ある こと 
は 普通 で , Fh SIs REL Cl So 
IKKE RE CE 51S 相 組 合せ が , 
圧力 15,000 psi で 主 な 温 葉 の 間 本 で 総 
括 さ れ た 。 そ を それ ら の 組合 せ を 見 る と 」 RK 
の 申 の 或 成分 で は 水 が 安 実 な 相 と し て 存 
し な いこ EDS. (anthophyllite, 
pyrope [i /kOiRE CRBC fr. 但 
じじ MgO-SiO2-H,0 系 で は anthophy- 
llite (LEE C 存在 する )。 以上 の tr 
実験 か ら , 変成 内 の 鉱物 学 た 対し て , 水 
蒸気 の 過 千 又は 不足 が KS << RBtTAZS 
が が 示さ きれ る 0 CHICKS COBO 
成 相 は まず 全 成 分 の function で ある 。 
P-T 条件 の 変化 が 鉄 物 組 合せ を 変化 さ 
せる と い 5 従来 の 老 そ は 疑問 で , 変成 相 
を 表わす すべ て の 新しく 冠 め られ た MAR 
伝 胸 組合 せ が , 同一 の P-T 条件 の 下 で 
作り 直さ れる ご ど と が 必要 ChS0 ELT 
EBi7e P-T 条件 を 示す 限界 鉄 物 組 合せ 
の 新しい 一 組 が が , 昧 進 変成 作用 の 色々 な 
BREICHS L CHE SILS SURO HNDo 
更に 低下 変成 作用 と し て 説明 され る 一般 
的 な 熱 水 変 質 は P- 了 条件 の 変化 を 意味 す 
る も の で な く , MERA IBA RTS 
過 さ な い 。 HOD 他 garnet の kelyphite 
化 , cordierite DRTOMRICHVYCS 


HI SO (Am, Jour. Sci., Bowen: 
volume II, 569~627, 1952) (EBV: 
7403 Lapland の Granulite; 
ES ka la ear : 
Lapland Granulete (iE. 300. #f,. 
幅 40~60 ¥f, NW-SE, (fh) か ら N 
-S (北部 ) ODHRMZDOC 発達 する 。 本 
ali ina, WMA Raa, 其 れ . 
と 上 明 瞳 な 境 を も を つ 含 マツ 交 石 中 性 岩 (大 
部 分 ), taza, 超 塩 基 性 岩 から 成 る 。 
Granulite 20 個 , ak’ 13 個 OD pr 
億 を あげ , Sak, Bako Reem. 
~, Granulite 相 の critcal minerals- 
を 示 そ 5 と 試み て いる 。o 
化学 成分 上 大 部 分 の Granulite (tee 
LEO, 原 岩 は 粘 士 質 岩 を 暗示 する 。 A 
as (Grgutaie) Granulite (i fRJZEO ug 
き 上 成分 を 示し て いる (RRLARMER 
と 考える )。 塩基 吐 の Granulite. は 吐出 
a “ERA Db O RAE HRS BIL 
So —Hb0 Lh Cac BRRRA 
va (enderbite) は Granulite 生成 下 
CARBO FL ODBECK E226 
れる 。 MX Granulite た に は migmatic な 
部 分 が ある が , 上 比 れ は enderbite mag- 
ma の later stage の も の , Granulite 
の 部 分 融解 に より 生じ た も の と の HF 
が あ Ao Granulite 相 は Charnockite: 
で 表 さ れる 相 と 同等 と 思わ れる 。 Gran- 
ulite は 後者 に 比べ で , foliation BAF 
FRED 2 O, 構造 運動 を 受け た こと と にょ 
る と 考え BNA (Am. Jour. Sci.,. 
Bowen Volume I, 133-171, 1952) 
CPE 
404 GHW ERR hORRAOLR 
fLOMBRUOTE MSE D MRE 
Reynolds, D. L. 
合成 及 噴 出 岩 の KSORT AKO Ald 
Ra, AREOLOLER So 前 者 は 高 . 


BM, BEARER LES 面 系 列 の 棋 


mlx Ab ICBtehOIC#L<, Anzo に 
向い 滅する 。 Ano-Anss OBE CIE 
型 は 低温 型 た 比べ, SERS, HO 値 
小さ く ; 双 XX 線 写真 も HSo Anzs—Anzy 
DO fated 0, Webb, 010 面 


DMO ATV FY, Kohler angle ( 相 


接する 双 唱 片 の 光学 的 方 位 を % Tic 
行 に え ステレオ 投影 し , HMPETS も の の 
間 の 角 , eo’ yy’ (XO RRO “CHD 
8B’ は 同様 角 の 補 角 ) を 異 に する 。 然し 
Anzo-Anioo の も の は 両 型 の 区 別 は 礁 か 


で な く , Kohler 角 は 相互 に ROR 


肉 に 入る 。 Tuttle と Bowen は 低温 で ; 
低温 型 草 長石 の 合成 を 試み た が 失敗 し た 
(高温 型 と な る ) o BRARABHORRA 
は 低温 で 燈 融 を へ ず 生ずる 。 故に 高温 , 

低温 両 型 を eM S actor は 温度 と 老 
LENKA BARO MRED 


SAHI LEASE LIRIK S Bee 


mORRE & DICHAo 

その 外 の JER MUIC bFED So A 
ROBBER (@ 2A) (Lf CS 573.2°C 
石英 粗 面 岩 で 572.7°C で ある 。 FH 
リ 長石 は 噴出 岩 で は Oro-75 で で, Or4o_5o 
が 多い 。 深成岩 で は Orz2 附近 と Orie 
附近 と で ある 。 Or 一 Ab AD 実験 か ら 
Tuttle と Bowen は 後者 の も の は ex- 
olution で ある と 説明 し て いる 。 BF ik 
石英 粗 面 岩 等 の 如く 疑い な く BGO 
長石 , 石英 ) アル カリ 長石 が 花 税 岩 の も 
の と 相違 する こ と を 指摘 し , . 後 者 は 変成 
岩 そ で あぁ る と 述べ る 。 (Geol. Mag., 79, 
233-250, 1952) / 


SRE 


7405 
SHS 3 SRAM OME SR 
James AS ays 
“MME ICENS BAGH ZBL カン プリ ヤ 


記 の 噴出 岩 及び BEA BGI BR 


(TER) 


Missouri 南東 部 の mites 


5。 上 部 カン プリ ャ 紀 の 下 部 層 た る 
Bonneterre @rHjca: LC PRRBL> a 
KODPBIMMOWEHRE LO BURCH 
、 配 され で いる 。 と れ を 大 別 す れ ば 


eRe, 2) 円 丘 乃 至 山 脈 状 構 造 , 3) Hb 


塊 和 構造 の 3 つの 構造 環境 に 分 けら れ , 4 


D5 1) LERORMELECE, A 
TK, TKO O SSH CSO, 人 
ALS ORISe IE Lic SHIR C, 方 負 鉱 
RELL, Chic RaRsok, HARA, BE 


| FESGMSe LOT. この OEE AOR 


FULOIMRIC LOCHMASAEBBO BK 


— RANCLOCEMSH, MO 上 下 深 は 一 


FICS <, パイプ 状 を 呈す る も の が 多 
い o 

2) の 構造 に 和志 配 され る 鉱床 は 原 地形 が 
帳 丘 捧 及 び 出 脈 捧 を な す カン プリ ヤ 紀 の ' 
KR AY C 分 布 す る 上 部 カン プ " 
リャ ヤ 紀 の 堆 積層 , FIC Bonneterre 下 部 


EH LEK AL © 接触 氷 附 近 た に 発達 。 


ジー ゲン RB 
交代 塊 状 鉱 


し , 鉱石 は 方 負 鉱 , 黄銅 鉄 , 
LOO, と これ ら は 狂 染 状 , 
Ake L CET So 

3) OH DAEICKMES HS も の は , 断 
EROCIHIC Lo CHS hk SAV 


KOVED SE TLOM CPE Sets DY 


で , SEAILEKAK, GEAR, 交代 塊状 を : 
な し , COE GML FEB Cd Do 
(Econ. Geol. 47, 650-660, 1952) 
CSA) 
7406 Allard Lake チタ ン 鐵 鏡 々 - 
床 Hammond P. ; 
当 鉱 打 は 前 カン プリ マ 紀 OB RA 
CBIR, 不 規則 レン ズ 状 , 岩 床 状 等 を 


な し て MBL, その 3 ち Lac Tio 鉱床 


は 長 さ 3,600, rh 3400R4B0,4 
の 鈴 量 は 少な く と る も 125,000,000 RRL 
ARON, COMORRL Lie IR 
大 の も の に 属す る 。o 


鉱石 は 悪 色 粗 粒 の POKER OF & 


1) Be 


98 3 AAO WOKS & Bs 


VEMC, AGAR» BET C ie 
FOEKVAERD Oh, その 量 的 
= 割合 は 前 者 75 に 対し 後者 25 で , she 
Hie, A, BGkOK, 磁 硫 鉄鉱 及び eA 
GAL o GAO FAMATS TiO, 32%, 
Fe.36% で ある 。 


FRY GAL AE & © 境界 は 鯉 - 


BS CUE <>) BIO CF AY 鉄鉱 は そ 
DBC HS CHBAIIC ILD 傾向 が ある 。 
ERCORG CF ZY KRD SPRACHE 
_ 状 に 綱 ぬ ぬく 時 も あり , 鉱 体 内 た は SDS 
取り 込ま れる 場合 も み ら れ る 。 これ ら の 
事実 より 本 令 床 は AVRO LOC, 
NCH LIAR AO 列 鐘 た に 洗 つ て チ 
BY, FINC LT BBR BIIME 
に よ つ て 生じ た チタ ン , KO WES 
BEALE SN DEUKR LBA BS kK 
4 OER PRAT SOIC LOC AHBIC 行 
な われ て いる が , CONPRTBBICIA 磁 
力 調 査 が 行なわ れ , 或 る 程度 成果 を 挙げ 
Bo (Econ. Geol. 47, 634-645 
,1952) f= 7,9) 
7407 = - RSE SRO be 
Stringhom B. 
PKRRO MEDORA LOTUS 
BNC ANY Ce OME OBIE 明か に す 
る た め に = 図表 が 提 寄 され て いる 。 こと の 
図表 の 製作 に 必要 な 資料 は これ まで 発表 
され た 圭 水 変質 鉱物 に 関す る 実験 的 研 完 
か ら 得 た も ゃ ので, 図表 の 縦 油 た は BAKE 
= 液 の 温度 を , HNICITFATKYAIRO PH 値 
を と め , BEKO! PH の MELTS 
FARIO LRM Dio C れ に ょ よ 


(な リン エンデ ライト, プ 


Fie. ブー ズ 計 デジ カト 
TAS, F7 Ab モン トロ ナイ ト 等 
: は 酸性 , 350°C 以下 の フィー ルド に 落 
‘> 澤 石 ', モン モリ オナ イト , iA, 

: 沸 石 は 7 ル ヵ リ 性 , 350°C 以下 の フィ ー 
- ル ド に K 位 し , iRRVE RASA HERS 


液 か ら 生 成 さ れ た こと に な る 。 (A LPH. 
値 は 絶対 値 で な く , 羊 定量 的 な 相対 値 で ~ 
ある 。 今後 の 研究 の 進展 と 共に この 図表 
(L4RKD 5114 性 質 の も の で ある 。 
(Econ. Geol. 47, 661-664, 1952) 
: (Sx) 
7408 - eM OBVRHRIONS SB 
724BEDRRS Roy R., Osborn E. F. 
最近 と くに 高温 高圧 下 に 於 ける SER 
の 相 下 衡 た 関す る 研究 が 行わ れる 様 に た なこ 
つて 来 た 。 これ ら の 実験 た に 於 て 高圧 を 得 
る に は これ まで ガス 又は 油圧 搾 用 の ポ 
ンプ が 使用 され た 。 し か し この ポン ププ は 
30,000 psi まで 水圧 を 上 上昇 出 来る が , こ 
の 圧力 まで する に は 仲 ぇ 容易 で な く , まま 
た 可 な り 時 間 を 要する 。 そこ で BALA 
FYVABORZSLC AY LURABS 
具 を ジ ャ ッ ク で し め つ ける 簡 皿 な 装置 老 
Be: CMe EAB ANT RIL 
て 直結 する CC, 10~15 BIA 50,000 
PSI の 圧力 を 得る こと に 成功 し た 。 本 
文中 た その 装置 の 設計 図 が 載せ て ある 。 
また 著者 は 実験 中 静 水 圧下 で は 容易 た 
下 衡 状態 た 達し な い 安 冠 な 相 , 例え ば 無 
水 酸 化 物 の ある とこ と に 気付 き , ENR 
gee 4ml の 小型 の も の た にし て これ を 如 
EMR OERICL, 容器 中 に は 小さ い BY 
ド を 入れ , WIC Loc 鉱物 を 微 益 化 
(0.1 へ 0.05 ミク ョ ロン) し て 実験 出来 る 様 
に し た 。 か くす れ は ば は, 静 水 圧下 で は 37 
月 も か いつ て 僅か た に ヵ カオ リン 化し た 紅 柱 
石 , 球 線 石 , BRAD. 僅か 3 ac 
ヵ オ リン 化し た 。 Be 
な お この 外圧 力 容器 に つい て 二 三 留意 
すべ き 事 項 か 述べ られ て いる pe . (Econ. 
Geol. 47, 717-721, (1952) (4A 
7409 Australia, Rnm Jungle 
地域 に お ける ウラ ニ ユ ー ム SASK HE 
て 。 C. J. Sulfivan 及 び R.S. Matheson 
RAED AY YRC TS グー 


ie a 


リッ ト , He, Be, Be, fie, #8 
RRR, WRERO th 等 を 貫く 共 
HELELL, COMBO HE AM 
が あめ り , . そ れ 等 を 第 三 紀 ま よら ゅ 現世 に 至る 
堆積 物 が お お つ で いる 。 VISA AM 
AORMA Sut 五 ヶ ケ所 あり , BRO 
曲 及び 断層 中 北東 より 南西 に は し る 
Giant’s Reef 断層 に 宣行 な 破砕 が 
鉱床 生成 た に 重要 な 関係 を 有 し , SKIL BF 
JOR, 叉 部 に 局 限 さ れる 様 で ある 。 HK 
床 は 母 岩 た る 涯 質 粘 板 岩 及 び 右 吾 片 岩 と 
PARC BSH L, PUKIEDS OC, SAIC 富む 
4 ORORICHD CSL も の と ある ろ る 。 
前 者 torbernite 及 び Phospuranylite 
4% 47> uranium ochre BTC IC HEE 
L, (THE azurite, malachite, iron 
oxides, pseudomalachite ¢¢sdihydrite 
に BRL CE UKE OCH So 一 次 的 生 
JS D chalcopyrite, bournonite, 
bornite, pyrite 及び uraninite は 地下 
水面 下 に 見 られ , HEE Ct SK 
fy copper sulphide, chalcocite, cov- 
elBte PASH. EL UC KBE 
GML Ae RL CUS Hi, chal- 
copyrite, pyrite, uraninite は 石英 脈 中 
CHET Zo BAIL MR MLA A 
Sit, RW 7 =S2=— LEMS 認め 
ちら れ な い 。 HRW F =. — ROME Ht 
325 100 feet まで 認め られ autunite 
及び uranium ochre #2i5o GAY FE4 
鉱床 に お いで , —ReY 生成 Bi D cha- 
léopyrite 及び vraninite の 間 に は 密接 
な 関係 が あり , 前 者 は 後者 を 変 代 し てい 
Bo し か し じ 銅 の 令 化 作用 は Miigale chk 
られ る 様 で ある が , VFI =2 7450 SME 
作用 は それ まり る 選 位 学 的 に 下部 の SO 
た 賊 存する 。 (Econ. Geol. 47, 751- 


758, 1952! (BAD 


7410 。 ヨ ア ー 分 株 の 定立 Pollard, 
T. A., Reichertz, P. P. 


“AT =H” は 多く の 石油 ea. 右 


洒 地 質 家 に より , ミア テー の mike, FL 


BAAS, BBRBORICMESN TC Abi 
て いる 。 この 定義 を もつ と 一 般 的 な 音 味 - 
に 拡げ て , a7 — SOW ae 
Sh, BSBERSNAASIACO © 
分 析 方 法 を も 旬 含 す る も の と する 。 コテ 


ー 分 析 を Conventional, core analyses: 


一 室内 実験 た 用 ^ る 石油 井 コ アー を 小片 
ICL Cf 55 tr BRE — Large core- 
analyses 一 3247p 4 アテ = Bylka 7 


' の 大 部 分 た つい て 行 5 分 析 方 法 一 と を た 分 - 


RAL, 夫々 の 場合 に つい て の 和志 論 座 汰 定 , 
AE, 港 在 水分 評価 。 その 他 の コ 
テー 測定 法 を 種々 述べ る 。 説明 は BATS 
は お る カ % コア ー の 性 質 泊 空 の TERE. 精 
密 さ に つい て は 充分 と は 書 え な い 。 BL 
い 講 点 と し て , BAW SEES の 性 質 
に 重要 な 関係 を 有する と 考え きら れる, FL 
BOK, LOD, KROLREO HR 」 
Be, ihe ts BOWED RET 
DROVE: LOMO MLR, HER. 
OMA, 化学 的 組成 を 決定 する Yo. 
ES MOMAS DA b> (Bull. 
Am. Assoc. Petrol. Geol., 36, 230- 
252, 1952) (FHA), 
7411 BREEAM HBODR 

Arcnie, G. E. 

PDR IES ZEAE D | BAD -C 
実用 的 な 因子 で あり , 流体 の 流れ, bik 
分 布 , Si OREtEHy BSI Be HO 
Ci Bo HMCARAlS A. GEOR, 
B. PAPRYIZS GE D 特徴 た に 基 いて 分 数 
され る 即ち A に 従 つ て A ee, HE. 
HVE) 11 型 (43 A) IT Ab CARN), 


~ 


\ \ 


\ 
$98 BAB DEK ZS s8 


B Hoe AE (28 Sin BERS 0.01 mm- 


より 小さ いも の ), BK (Eps 0.01 mm 
より 大 きく 0.1mm ょ まり 小さ いも の ) C 
: 級 (1.0 mm より A eet さよ 

9 小さ いも の ), DR AOR LICK 
ee a BH NS る の ), に 分 。 
: け られ る 。 SRT LAME HOT FS 
類 し た 数 ヶ の 実例 を 挙げ , CIE FL 
ES, BES BEE, 電気 抵抗 の 如き w 
: 理 岩石 学 的 資料 と 一 致す る こと を 示し て 
いる 。 こ と これ ら の 関係 を 実際 の フィ ー ル ド 
た 適用 する に は 種々 附 加 的 問題 が 生じ 困 
難 で ある 。 例え ば 低 和 孔 央 卒 の 地 麻 中 薄 
い 高 孔 障 麻 の 層 が 存在 する 場合 の THC 
So BAAGRADKT 4A- HC HOT 
ER Ch DERIK AIT CHIL 
気 抵 抗 , ラボ デオ アク ティ G4 Fi HOH 
Oise well logging の 解釈 を も 困難 に す 
So (Bull. Am. Assoc. Petrol.. Geol. 
36, 278-298, 1952 (Hn) 
J412> 1951 FIST SR ERE 
_Lahee, F. H. etc. 

RAGitBAS IC LocCkY Shick 
BUCELON YC, FAVAGRBC 於 て 
は 11,756 の REO BOF YA られ 
© for OFF 6,189 は 山 札 的 た 新しい 油 
四 探 査 に 行わ れ ; 3,062 は 新しい 油 礎 の 
: 試 験 の た め に 行わ れ , BOD 2,503 は 未 
解決 な も の で ある "これ ら の 探査 に ょ っ つ 
て 成功 し た 井 毛 は 山 札 的 な 新 油 田 探査 に 
Loc 684, Sweet Loc $51, 
LEZ I RASYEPTDSTON 肉 に 成功 し て い 
る の が 680 に 及 ん で いる 。 1950 年 に 比 
HALL CUFF 3,898 feet が WHIP BY 
4,197 feet と な り , HAOMS 1950 年 
の 10,306 に 比べ れ ば 1,450 個 の 増加 
を 示 め し て いる 。 更に 各州 得 の 油井 に 関 
する 統 討 的 表 を 詳細 に 表わし て いる 。 EB 
ICH Ie »C Moody, G.B jc kocy 

メリ カ 合 系 国 の 各州 の 開発 状態 及び EA 


たつ 、 て 詳細 に 述べ て い Bo (Bull Am. 
‘Assoc. Petrol. Geol., 36, 977~1242, i 


1952) ASK “SVs byl Oe (Wriah) 
7413 ARERR S SAA * 


達 の 要因 に つい て Weeks, L. G. 


CORBIN Rs HE REO 中 で 
DIO ME L HWRSEICBETE 関係 を 


有する 2 つの 基礎 的 な 要因 た に つい て 箇 明 
な 許 明 を 与 そ て いる 。 こ の 2 つの 主要 


な 題目 と し て 第 1 に 地球 の HERO HH 
と 盆地 の 分 類 と 発達 第 2 に 世界 及び 盆 
地 に 於 ける 石油 の 分 布 , 特に 概 源 層 と 油 


, 層 と の 関係 や 環境 に ょ つて 決 足 され る A 


COV CHE CU Bo 筆者 は 先ず 地球 
CRG SHO Be MRL CREE 
5 変動 し な い 地 域 と 可動 的 な 淀 状 分 布 を 
Kell, 更に この 可動 的 帯状 分 布 を geo- 


synclinal troughs と . geanticlinal 


-welts 或 は mountain chains と に 分 け 


て 断面 図 に て 示し て い Do 更に Wilson, 


Jj. Tuzo に まつ て 未 さ hie! ‘Structure 


of Canadian Shield’. Born, A. の 


“geological structure of the earth”’ 


の 図 を 引用 し , SICKTRRORA, 7 


ィ リ ッ ピ ン 。, 南方 地域 を 主 と す る アジ ア 
齋 方 の 可動 的 淀 状 分 布 に つい て ONT 
Do FIC diastrophie - sedimentation 
cycle & L-CBRINIC MERIC BERL, 

アァ ス ぇ リカ 合衆国 の 東方 及び 南方 に 於 ける 


中 生 代 , SS, 古生代 の 関係 た つい て 
ON, 更に 南ア メリ カ の 古 地 理 図 を を げ . 


て 説明 を 加 を て いる ゃ る 。 RIC 西 半球 に 於 け 
Bo mobile belt に そつ て 出来 て いる 堆 
積 盆地 の 分 布 中 央 アジ ア , アル プス , カ 
ルプ ォ ッ ルニア 附近 に つい て FREY IZ, 

盆地 の 分 類 と し て mobile belt basins 
0 stable region basins に 2 Ia Vee 
説明 し て いる 。 (Bull. Am. Assoc. Pet- 
rol. Geol. 36, 2071-2124; 1952) (pasty 


ee eras $99 


7414 。 ブラ ジル の 地質 及 う 油田 - 
Taylor. E.-F. 

: プラ ジル は 面積 3.236:000 AH =z 4 
ル を 占め その 中 約 2/3 は 火成岩 変成 岩 
"で 橋 成 され て いる が 1.000.000 78H < 
イル は 瑞 油 の 調査 開発 の 見 地 か ら ABic 
堆積 当地 で 構成 され て いる 。 AEC CIE 
Sikh & L Cec 10.7 の 堆積 筆 , 
即ち , Param Basin, Alto Araguaia 
Basin, Eastern 
Bahia Graben, Northeastern Coastal 


plain, Marahao Piani Basin, Marajo 


Coastal _ plain, 


Basin, . Lower . Amazon Basin, 
Upper Amazon -Basin, Acre Andean 
Area, の 地質 , isk, WHORE. 開発 に 
つい て 記載 し で いる が 特に プラ ジル の 石 
: 油 開発 発展 史上 有名 な Bair IO Salv- 
-ador 市 の 北西 Reconcavo 7H ORE, 
i. Wea SHORE? &b dc 
いる 。 COPATEHRO BEWAES 
Hire C2EE 6.000~8.000 74 —} 
油層 岩 は 主 に 下部 白亜 紀 の Wha CaN 
に 断言 に 関係 し て いる 。 Bahia Riko A 
産 は 2.5000 V7 CHE BRICHO 
て いる 。 目下 プラ ジル の Aisle Boab 
BE 員 会 の 指導 の も と に 地 換 学 和 約 , 地球 物 
理学 的 た 調査 開発 の 計画 が な され で て い 
Bo (Bull Amer. Assoc. Petrol, 
‘Gcol 36 1613~1626. 1952) (EAA 
7415 Idaho, Wyoming 及び 
Utah jiiizgsS Preuss #2 BORK 
起源 に つい て Imlay, R. W. 

Preuss 砂岩 訂 及 び こ れ と 同相 同 準 の ぁ 
- の は Wyoming, Idaho 州 境 及 び Utah 
族 中 北京 に 分 布 し , 北 は Jackson (Wyo- 
ming) 西方 の Teton (Likes OFEIS 
‘Thistle (Utah) に 近い Wasatch 山脈 
の 南端 まで , 更に 東 の 方 は Ninta 山脈 
Opa, Lake Fork ¥ CHU Zo COW 
- 岩 礎 は Twin Creek Qik e)@ & Stump 


WEBORMICSMEL, Twist Gulch je 
(AEX. Utah), Eutrada fbale (東部 
Wyowing) その 他 に 対比 され , 上 部 ジュ 
ラ Callovian 階 の $igaloceras,callov- 
iense zone 後 野 の も の と され る 。 AS 
(TUTTEM A, 等 粒状 , HIELO HRD 
Gb bic 6 HSEMICHO CE Se 増加 
LHoy” }RCRER LO 西南 方 及び 
BAIA CRAB ETS 

従来 Twin Creek £7IBEO HLS 
CW TER AIRED AH IC 編入 さ 
HANSCEXEDICL, ABO He 
起源 で あぁ る こと を 述べ , Preuss Hic ik 
ける 古 地 理 に つい て 詳 述 し た 。 (Bull. 
Am. Assoc. Petr. Geol., 36, 9, 1754 
~1765, 1952) Gis) 
7416 West Texas 及び Mexico 
に 於 ける Permian basin に つい 

CT Ole SHEE, Page; C. N. 

West Texas 及び New Mexico D 
Permian basin に 属す る 7K BUA ICO 
Wald, CO aBICRU CHAZ. HH 
ERE が 得 ら れ , 基本 的 な 値 と し て 
basin type の 買 岩 及び 砂岩 で は 12~ 
13,000’/sec, [AARC 17~18,000’/ 
sec, BK AKARO ABA ce 18~24:0 
00’/sec, FATEH GC 14.900’ /sec, 及 
O shelf tupe © 砂岩 及 び Hac 8~ 
12,000’/sec が 得 ら れる gs 一 この 時 間 岩 
租 的 区 分 由 位 の 中 で と の 速度 が 300% 
ECO EF Ao velocity map が 
岩 相 の 変化 に 應 じ て 数 的 た 表現 され る こ 
LD, BK ORE EN vo 述べ られ 
(HRABAFE LOWS D AS IVC Go 
(Bull. Am. Assoc.. Petr. Geol. 36, 4, 


658~676, 1952) One) 


7417 BREA TAOWR (1) BeF, 
LiF, NaF -KF 系 


$10" Bae ORS 2 


Si Re AAR 伸也 


BeF。 は イン 半径 SiO? に 近く , 圭 
WER CHAT APA Y UY RRBRIT し ば 
レル ば が ガラス 化す る 。 この ガラ ヲ ラズ は 融点 E 
く , MAKERS < BREE Ss SDN TAS 
PEERIC/S BVO CEH FALL CS 
異 の 用 途 を もつ 可能 隆 が ある ? この BA 
か ら 最 初 に Be『F。 71H ) IMLOROM 
ZERO Hx DAAC Lie BON 
RAS LV RAC, 500°~600° た 熱し 
燈 融 , ANCHRL CO A CRBS RHI AR 
作る 。 BeFz- LiF 系 で は BeF, 60~40 
mol%, BeF2-NaF 系 で は 70~45%, 
BeF,-KF 系 で は 60~45% © で 
ガラ ス を 形 厳 する 。 交 等 の 種々 の ガラス 
ORAS Wie LR nD=1.32~1:34 
程度 で ある 。 CHOW F AILURED あ 
り 軟質 で その まま で ば 実用 的 の る もの で は 
な い が , SRT LOBISE BBL GR 
WHEORACHS BeF。 を 出来 る だ け 少 
くす れ ば , ある 程度 実用 性 を も つろ を の と 
思わ れる 。 (BEE, 61, 13~14, 1953) 
CRAIN 
7418 IB XBL RRMA PILES SH 
RM) 永井 彰一 郎 Bee 

KABUL IIRROBS, PABLO AK 2 
DAL < Bh CL ORER, 製品 の ie 
BRBUIRSE & Lie O IAB EF S せ 
Do 各種 耐火 物 の 成分 中 如何 な る も の Hs 
GRAB CHE 28% D DSEBRAAIC 検討 し た 。 
Al,O3, Fe 03, (Cr2\O5 S= miso 
(ate AB CHOR. CNM Bs 


Wyte SEE PKL LC RIL AFS A 


ト 質 耐火 物 に 義 朋 し , MBE & Hk a7 
ネ シ ヤ を 用 いて 出 火 塊 を 試作 し , OW 
理性 , MARL ORME LONko £O iit 
UNRATE A CRE eS EZ L,I 
KMFORD AROBDCRAIC BBP 
る た め , BAAR MLOU CH BBD 


b> Bo, Ke この BBLDC Poa ICLLBIE 
pee. PORICF DIED Clk RIED 

思わ れ , この 点 た 関し て も 研究 続行 中 
se (Bh 61, 64~68,1953)[ 長 谷川 3 


S$ + 科 & 


7419 SATE PIS SER RIOZ 
の 修正 Shepard F. P., 

Here HERRVEFAIC RO CHK S tute 砂 
Of x DEIZO'F C Bb PN ““bars’’ © && 
He “barriers” の 語 は 従来 可 成 り 混 司 さ 
れ て 使わ お われ て いる が 穫 者 は これ ら の Rie 
対し て 命名 の 起因 を 堅 に 仮想 和 的 な を の ょ よ 
り SPAS UM7s 4 OCURAAL EO BIZ 
の 名 称 を 立体 的 に 統一 し ょ うぅ EL CBI 
た も の で ある 。 本 交 た 於 て は “bars” 
ICBO 失 頭 地形 だ つい 
て も 言及 し , 何れ ゃ も 窓 中 写真 に と に よ つて 例 , 
示し 完 義 し て いる 。 (Bull. Amer. - 
Assoc. Petrol. Geol. 36. 1902~1912. 


1952) : Ca 


“barriers’’, 


: 
% 
f 


昭和 27 FESR 8 昭和 27 年 度 本 会 会 計 を 次 の 通り 報告 いた し ます 。 


; BADR RUD Eb 

SHE, cocsecees-cccassmnase 216,420.00 an) iG gees 243,360.00 

MENA (ベツ タマ タチ ナン Y.. mers ee 

Re bats) oar Braue 24,305.00 

i TSMBMB ameeteem ,305. 

RN es 80,000.00 (事務 HERS cece 13,890.00 

前 年 度 繰越 金 ei 532.90 ) PIB GREE) on eos 
a 300,489.48 対 300,489.48 


mld 近日 中 に 会 員 各 位 の 会 費 精 算 書 を 送り ます か ら , RMSHOMAICMBHA 
BEBE TO 
$i X Bi HOE PHS 10 月 上 包 に 仙台 市 に 於 て , BROLUERES, BRO 
会 , 日 本 胸 理 探鉱 技術 協会 , 東北 鉱 学会 , REARS LAMOL, 全国 欠 業 大 会 
を 開 借 し ます か ら , 護 演 希望 者 は 下記 要領 た 従 つ て 本 会 に 御 申込 下さ い 。 
(1) 講演 申込 期日 は 7 月 31 巨 締切 
(2) 申込 用 紙 は へ ガキ 大 の 紙片 に と , BREE, BS (連名 の 時 は 講演 者 に 〇 印 を 
付け る こと と ), 所 記 学 会 名 を 記す 。 議 帝 等 間 は 20 分 以内 と する 。 
(3) 別に, 400 宇 庄原 稿 用 紙 4 枚 以 内 の 概要 を , 同時 に 遂 付 する こと 。 (特に 研究 の 
結論 を 記載 され た い o。o ) な お 同 大 会 及び 日 本 岩石 礁 物 床 学会 第 2 5 
ERSOARBROANAIERO LS ICPRENCKHH ETS (詳し く は 泥 面 お 知ら せい 
TEL EFA HBS NICPHORLETO ) 
ed) 10938 Cbd GEKERS, MARS OHS, 
(2) 108456 CH) AASRRMRRSSS 25 SRBROBES (iM 
部 は 所 で お 知ら せい た し ます 。 AHA BBS bio 
Dip EFo ) 
(3) 10R58 (A) YNEBPR DK AGAROSE Aa (ERS EH) 
(4) 108—6H,748 Publ UM, 釜石 ) 大 谷 , 細 倉 , 常盤 が 予定 さ 
れ て いま す 。 鉱 開 大 会 主 典 ) DLE 
投稿 者 へ の 希望 KRBSKORICERBLTESYNl 
1. 原産 論 次 と し , これ に 英 六 の 表題 と 英 牙 約 を 付け る と と 。 
2. 論 六 の 長 さ は 原則 と し て 図 及 び RKED cChilED 10 BONE TA 特に 長い 
論文 は 費用 の 一 部 を 著者 が 自 弁 する こと と 。 
3. 原稿 は RRMICHBS LL, 現代 か な づか い を 用 い , 引用 廊 献 は 頁 得 た に その 
FICHREL LCE TSS Lo 
4. SLSR SE MOA BARICeS Lik Baty 7 CRE HS, 1/2 また は 
1/3 等 に 縮図 する に 適する よ 4}, WHC MEIAS< BK CL 図 の 数 は 最小 
' 限 た に し, 多い と き は その 内 用 を 著者 に 申し 受け る 。 
5. 英文 契約 は 完全 な 英 次 と し , これ を タイ プラ イト する こ Lo. 
6. 別刷 の 数 は 100 部 以 肉 と し 希望 者 は この 部 数 を 原稿 の 始め た に 示す こと と 。 (ALE 
の 費用 は 全部 義 者 の 自 弁 と する 。 


an, 


Vol. XXXVIT March 1953 Nor 


The Journal of the Japanese Association 
of 
Mineralogists, Petrologists and Economic Geologists. 


CONTENTS 


Geology and ore deposit of Omine~Mine. (Studies of the 
copper ores from Omine Mine, Iwate Pretecture I) 
Ars EOONS. 0-0 T. Takeuchi M. Nambu and N. Wada 
On the unmixing intergrowth of the copper ores from the 
Omine Mine. (Ditto. II) 
OC T. Takeuchi, A. Sugaki. and M. Nambu 
Yttrialite and abukumalite from a pegmatite of Suisho- 
yama, lizaka Village, Fukushima Prefecture. 
TROON oa OMS BOO Kk. Omori and S. Hasegawa 
Geology of the western border of Shizukuishi Basin, Iwate 
PRETEGHITE. anh CR N. Hayakawa and N. Kitamura 
Notes and News. 


Announcement of the meeting of the Mining Industry. etc. 


Abstracts. 


Mineralogy and crystallography. Effect of heavy charged 
particle and fast neutron irradiation on diamonds. etc. 

Petrology and volcanology. Some trends of basaltic magma 
in limestone syntexis etc. 

Sci. of ore deposits. Structural enviroments of the lead depo- 
sits in the Southeastern Missouri mining district. etc. 

Sci. of petroleum deposits. Core-analysis practices—Basic me 
t-hods and new developments. etc. 

Ceramic minerals. The system BeF。-LiF, NaF, KF 

Related scince. Revised nomenclature for depositional coastal 
features. 


Published bimonthly by the Association in the Institute of 
Mineralogy, Petrology and Economic Geology, 
Tohoku Universiey, Sendai, Japan. 


